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はじめに
本GPは平成21年 9月にスター トし､爾来､当初の計画に沿ってまず順調に進捗してきた｡
即ち､地元に於ける総合大学と､就学以前の幼児教育をその柱の一つとする女子短期大学が連携し､そ
れぞれの経験､特性､知見を相互に提供し合い､現在の地域社会に於ける問題点の解決のために協働する
ことによって､単独での研究､実験では得られない相乗効果を発揮することにも所期の成果を得られてい
ると確信している｡
プロジェク トは発足以来､1年 5か月を迎えようとし､補助期間である開始3年間の約半分を経過した
ことになる｡就両､中間点といえるこの時期に､過去の実績を振 り返 り､更に補助期間の残存期間の取組
/
に就いての方向性､運営方針に就いて担当者､更に両大学間であらためて確認したい｡それらを中間報告
として此処に取り纏めこ本GPの充実につなげる一方､第三者評価の実施も行い､一層の向上に資する所
存である｡
元来､本GPは補助期間を経過した後も､即ちGPの連携期間を10年間と当事者間で取り決め､スタ
ー トしたものである｡かつて教育県として名を馳せた長野県に於いて､乳幼児が小学校に入学しその移行
教育の過程､時期を円滑且つ所期の目的を達成するための教員始め関連人材の育成､そこには地域の一般
人も参画し､その実を挙げるという遠大な理念に基づいている｡
このプロジェクトを完遂し､それが様々に､当事者たる教育機関､研究機関のみならず関連する地域社
会にフィー ドバックされ､貢献することを願って巳まない｡
2011年 1月 12日
乳幼児期から小学校までの育ちを見通す
地域人材の育成システム ｢信州モデル｣の実現
運営委員会委員長 小 池 明 (上田女子短期大学長)
-1-
第1章 取組の概要
1.取組の趣旨 ･目的
本連携取組は､幼稚園教員及び保育士 (以下 ｢保育者｣とする)養成校である上田女子短期大学と､
小学校教員の養成課程を有する信州大学教育学部とが連携 して共同の教育プログラムを構築すること
により､乳幼児期から小学校までの育ちを見通 し､現代的課題に対応 しつつ地域における個別教育支
援を担 うことができる保育者 ･小学校教員を育成することを目的とする｡
2.必要性 と社会的背景
【子育てや教育をめぐる現代的課題の顕在化】
近年､家庭生活の変化 ･多様化により､子育てや教育をめぐる現代社会特有の問題が顕在化 してい
る.とりわけ､(D対人関係がうまく築けない高機能自閉症やLD､ADHD等の発達障害の子ども､
②両親が外国籍､または本人が帰国子女であるために言語 ･文化的コンフリク トの問題を抱える子ど
もの数は全国的に増加 しており､平成20年度から､特にこの二つの問題を抱える子どもを対象 とす
る文部科学省の ｢発達障害早期総合支援モデル事業｣や ｢定住外国人子ども緊急支援プラン｣の実施
がそれぞれ発表されるなど､各地域における緊急の対策が求められている｡
【図 1 連携事業の概要】
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【保 ･幼 ･小 ･地域連携の必要性】
発達障害児と外国籍児童とでは､背景となる家庭の事情や養育上の問題は当然異なるが､これらの
子どもにとって集団生活-の適応が大きな課題であることは共通しており､家庭 ･地域での育ちから
保育所 ･幼稚園-の就園-､保育所 ･幼稚園から小学校就学-の接続が問題となる｡
しかし､現在の保育者養成カリキュラムでは､小学校以上の段階における学習上の問題が十分に扱
われず､他方､小学校教員養成カリキュラムでは､地域における児童福祉や療育､乳幼児期の子育て
支援に関する理解が十分とは言えない｡保育者 ･小学校教員が､施設の種別を超えて子どものニーズ
に対する理解を共有し､連携して問題解決にあたるための基盤として､幼児期から児童期までの育ち
を見通した共同の教育プログラムの構築が欠かせない｡また､保護者に対する継続的な支援も必要と
なることから､地域のさまざまなネットワークや福祉資源を活用して､多角的にアプローチするコー
ディネー トカをいかに養成するかが課題となる｡
【長野県東北信地域の現状】
長野市及び上田市を中心とする長野県東北信地域においても､増加する発達障害児-の支援体制の
確立が急がれている｡特に外国籍住民の集住地域である上田市では､公立保育園の約半数､私立保育
園の7割に外国籍児が在籍しており､就学前の親子-の支援の充実が喫緊の課題である｡
長野県の地域的な特徴として､幼稚園在園児数よりも保育所在籍児数の方が圧倒的に多いことや､
公立幼稚園数が少ないことが知られている (平成20年度学校基本調査では､県内の小学校第-学年
児童数に対する幼稚園修了者の比率は23.1%)｡私立小学校は長野市に1校あるのみで､地域の
殆どの子どもが公立小学校に通う｡これらの特徴から､地域で育つ子どもを支えるには幼-小連携ば
かりでなく､保育所保育士と公立小学校教員との連携をも視野に入れて､戦略的に人材育成を行う必
要がある｡卒業生の多くが地元の保育所に就職する上田女子短期大学幼児教育学科と､県内唯一の小
学校教員の養成課程を有する信州大学教育学部は､ともに地域の子どもの育ちに携わる専門職者を養
成する大学として理念を共有し､密接な連携によって地域のニーズに応答することが求められる｡
3.取組により得られる成果
本連携取組において､乳幼児期の子育て支援や児童福祉関係の領域に強い上田女子短期大学幼児教
育学科と､小学校以上の教育や国際理解教育の領域に強い信州大学教育学部の特徴を活かした連携に
より､人的資源を有効に活用してカリキュラムの内容を相互に補完できる｡また､外国籍児支援に課
題を抱える上田市との連携実績を有する上田女子短期大学が中心となり連携を取り持つことで､地域
の具体的ニーズを反映した人材育成プログラムの構築ができ､子どもの育ちを見通し､地域資源の活
用 ･コーディネー トカを持つ保育者及び小学校教員の育成が望める｡
本連携取組による教育を受けた学生が､卒業後､地元の保育者 ･小学校教員として就職し､さまざ
まな課題を持つ子ども-の支援をコーディネー トすることが期待される｡長期的展望として､両大学
から輩出される人材が地域の保育 ･教育現場に根付くことにより､施設種別や官 ･民を越えた支援ネ
ットワークが鉱がり､子どもを取り巻く保育 ･教育 ･福祉 ･保健 ･医療等の領域を隔てる障壁を低め､
地域全体を ｢支えあう共同体｣として活性化することができる｡
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第2章 連携取組の内容 ･実施体制
1.取組の三つの柱
本事業における取組内容は次の三つの柱から成る｡
【第-の柱 :乳幼児期から小学校段階までの育ちを見通した教育プログラムの構築】
(1)上田女子短期大学と信州大学教育学部との間での遠隔授業聴講システムの設置
(2)両大学間での単位互換制度の構築
(3)両大学間で開講する保育 ･福祉系科目､小学校教員養成に関わる科目等における相互乗人の
導入 (遠隔授業システムを利用したチーム ･ティーチング､合同ケース ･メソッド授業等)
(4)教育実習の相互参観及び実習リフレクション方法の共同開発 ･実施
(5)現代的課題を含むケース教材及びPBL授業等の共同開発 ･実施
(6)保 ･幼 ･小連携を見据えたモデル ･コア ･カリキュラムの検討
【第二の柱 :学生の学びを支える共同FD ･SD】
(1)保育 ･教育現場における現代的課題-の対応事例の合同学習会の開催
(2)卒後 1-2年目の現職保育者 ･教員を対象としたワークショップの開催
(3)卒業生の需要サイ ド (地域の保育所 ･幼稚園長､小学校長､教育委員会)を対象とした､
卒業生の力量に対するニーズ ･満足度調査､生涯を通じたキャリア形成についての意識調査
(4)両大学教員及び附属校園教員による､学生の実習に関する客観的評価基準の作成
(5)両大学の学生による共同フォーラム ･シンポジウムの開催
(6)幼児教育､地域に根ざした子育て支援事業の先進事例を学ぶための海外視察 ･研修
【第三の柱 :大学の資源を活かした地域子育てサポー ト事業の実施】
(1)上田市 ･長野市在住の保護者を対象としたニーズ調査 ･満足度調査の実施
(2)上田市及び長野市の子育て支援事業-の見学 ･参加 ･支援
(3)両大学における地域貢献事業 (上田女子短期大学における子育て広場､信州大学における
フレンドシップ事業､野外キャンプ等)の共同実施
(4)自治体及び地域の児童福祉 ･保健 ･医療関係機関､ボランティア､NPO等の代表による
フォーラム､シンポジウムの開催
(5)上田市の国際交流協議会や外国籍児童のための日本語教室等との連携､活動-の共同参画
(6)信州大学大学院教育学研究科心理教育相談室との連携による相談事業の実施
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2.実施体制
上田女子短期大学長 ･信州大学副学長及び関係機関の長によって構成される ｢運営委員会｣を最高議
決機関とし､その下に事業の運営を司る ｢常任委員会｣を置く｡常任委員会は､両大学から選出され
た事業実施責任者 (実施本部長 ･副本部長)､各実施部門の部会長によって構成される｡実施部門と
して ｢教材 ･カリキュラム開発部会｣ ｢FD ･SD部会｣ ｢地域連携部会｣の3部会を置き､運営計
画に基づき両大学の学科及び学部すべての教員の参加のもと事業が実施される (図2)0
叫 ･事巣鴨孟母
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【図2 実施体制】
その他種馬
兄丑奄祉施設
(俣東男･児玉養護血出等
亨育て串.Jトウァウ
地確の児真髄式所等
3.各大学及び関係 自治体等の役割
●上田女子短期大学 :連携事業のうち乳幼児期の子育て支援､幼児教育 ･保育に関する分野において､
幼児教育学科教員の専門性を活かして事業に関わる｡
●信州大学教育学部 :連携事業のうち小学校以上の段階における教育に関する分野において､教員の
専門性を活かして事業に関わる｡特に､発達障害児の支援に関しては教育学 ･心理学関係教員､外国
籍児の支援に関しては国際理解教育関係教員が主導的な役割を果たす0
●上田市 ･上田市教育委員会及び長野市 ･長野市教育委員会 :地域の保護者-の調査等-の協力及び
地域の子育てに関する情報提供､施設提供等の面で事業に積極的に関わる｡地域の実情を踏まえ､地
域の保育 ･教育に携わる人材に期待する資質 ･能力について具体的に提案するなど､教育プログラム
の構築-も参与する｡
●信州産学官連携機構 :連携取組の外部評価に関わる｡機構の組織を通じ､保育者養成課程を有する
県内の短期大学 (清泉女学院短期大学､長野県短期大学､飯田女子短期大学､信州豊南短期大学､長
野女子短期大学､松本短期大学)に教育プログラムに関する評価協力を依頼する｡
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4.年次計画
補助期間中 (3年間)の年次計画 (図3)
∴ .I ' 1~ ∴
専門連携 コーディネー ター雇 い上 げ (有期雇用 :教員2名､職 員2名)
事業の基盤整備
平成21年度
連携事業の本格実施
平成22年度
【図3 年次計画】
連携事業の深化･発展
r平成23年度
【財政的措置】
補助期間終了後も､整備したネットワークシステムを利用し､遠隔授業及び授業の相互乗人を継続
するほか､学生の交流･相互参加を含む事業については必要な経費を各大学で予算化し継続実施する｡
地域との新たな連携事業については学内競争的資金等を活用し､従来行なってきた地域貢献事業に加
えて継続的な実施をめざす｡連携コーディネーターは3年の有期雇用の計画であるが､補助期間終了
後も必要な場合には､上田女子短期大学教員としての継続雇用を検討する｡
【中長期的展望】
輩出した人材に対する継続的なリカレント教育の実施や､大学を拠点とする地域課題の情報交換の場の創出に
より､東北信地域においてのアウトリー チによる顔の見える実質的な連携協力の実例を積み上げ､地域との連携
を深める (連携の深化)0
また､本取組をモデルとした連携を県内各地に広めるため､開発したケース教材やモデル ･コア ･
カリキュラムは､県内の保育者養成校が利用 ･検証可能なようにホームページ等で広く公開する｡地
域の課題を吸い上げるシステム作りなど他地域にも適用可能な連携ノウハウを積極的に情報発信するとともに､
地域の実情に合った連携システムの ｢リゾーム型｣の拡大をめざし､定期的に研究会やフォーラムを開きサ
ポートする (連携の拡大)0
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第3章 平成22年度8月までの活動報告
1.平成21年度大学改革推進等補助金 (大学改革推進事業)調書
1.大学等名/設置者名 上田女子短期大学/学校法人北野学園
2.プログラム名 大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
3.取組名称 乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム ｢信州モデル｣の実現
4.選定年度 平成21年度
5.取組代表者/ (所属部局 .職名.氏名)取組代表者 学 長 松田 幸子
取組担当者 取組担当者 幼児教育学科.准教授 小川 史
6.事務担当者 主担当(所属部局 .職名.氏名)
主担当､副担当を必ず2 教務 課長 塚田 穏敬
名記載して下さい. Tn O268-38-2352
FAX O268-38-7315
E-mdl
副担当
事務局 次長 小西 朋道
TEL O268,38-2352
FAX O268-38-7315
E-mdl konishi伝心edawiC.ac.b
7.選定取組の概要 (40字以内)
平成21年度大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラムで選定された ｢乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の
育成システム 『信州モデル』の実現｣は､集団生活への適応が困難な発達障害児､外国籍児童等の増加を背景として､保.幼 りト連携に
基づく支援を担う保育者 .Jヽ学堀教員を育成するため､保育者養成課程を有する上田女子短期大学と､小学校教員の養成課程を有する信
州大学教育学部が連携して教育プログラムを構築し､地域人材の育成を図るものである.①乳幼児期から小学校段階までの育ちを見通し
た教育プログラムの構築､②学生の学びを支える共同FD.SD､③大学の資源を活かした地域子育てサポート事業の実施 の三つの柱に
より育成された人材が､子育ての現代的ニーズに応じた支援をコー ディネー トし､官.民を越えた地域共同体ネットワークシステムを産
み出すプロセスを ｢信州モデル｣とし､県内各地域への普及促進を目指す｡ 【399字】
8.補助事業の目的.必要性
(1)全体
本補助事業の全体の目的は､幼稚園教員及び保育士 (以下 ｢保育者｣とする)養成校である上田女子短期大学と､小学校教員の養成課
程を有する信州大学教育学部及び地域自治体等 (上田市､上田市教育委員会､長野市､長野市教育委員会)が連携して共同の教育プログ
ラムを構築することにより､乳幼児期から小学校までの育ちを見通し､現代的課題に対応しつつ地域における個別教育支援を担うことが
できる保育者 .小学校教員を育成することである｡
この事業を行う必要があるのは､近年､家庭生活の変化.多様化により､子育てや教育をめぐる現代社会特有の問題が顎在化している
ためである○とりわけ､①対人関係がうまく築けない高機能自閉症やLD､ADHD等の発達障害の子ども､電両親が外国籍､または本人
が帰国子女であるために言語.文化的コンフリクトの問題を抱える子どもの数は全国的に増加しており､各地域における緊急の対策が求
められている○これらの子どもにとって集団生活への適応が大きな課題であることは共通しており､家庭 .地域での育ちから保育所.幼
稚園への就園へ､保育所.幼稚園から小学校就学への接続が問題となる○保育者.J噸 教員が､施設の種別を超えて子どもの二-ズに
対する理解を共有し､連携して問題解決にあたるためには､本プログラムによる幼児期から児童期までの育ちを見通した共同の教育プロ
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(2)本年鹿
本補助事業の今年度の目的は､3年にわたる補助事業の基盤として､遠隔授業システムの設置･導入や専門連携コー ディネーター の雇
い上げを行うことにより､両大学問の連携を円滑に行う条件を整備することである｡両大学の教員及び学生同士による学習会やフォ-ラ
ムの開催を通じ､相互理解を深め､資格種別や教育内容の違いを超えて､保･幼･小連携に向けた課題を共有することをめざす｡また､地
域との連携として､平成22年度以降に実施する保護者及び卒業生の需要サイドを対象とする調査のプレリサーチを行い､調査の本格実
施に向けて準備を行う｡
9.本年度の補助事業実施計画 (事業を実施するにあたってのスケジュー ルを記載して下さい｡)
本年度の補助事業の目的を達成するため､次の事業を行なう｡
(3カ月 本事業実施のための運営会言義､常任委員会及び実施部門の正式発足
(≧》月 教員による実習の相互参観
③11月 専門連携コー ディネーター (助教)及び事務捕佐員の雇い上げ (両大学各1名)
④11月 本補助事業に関するホームページの立ち上げ及びパンフレット等による情報の公開
⑤11月 単位互換対象授業科目の選定
⑥12月 オンライン遠隔授業システムの設置･導入及び試行的使用
⑦12-3月 ケー スメソッド及びpBLに関する先進的な取組の現地調査 (慶庭義塾大学､三重大学)
⑧12-3月 外国籍児童への支援に関する先進的な取組の現地調査 (東京外語大学)
⑨12-3月 両大学の教員による合同学習会の開催
⑳1月 卒業生の需要サイドを対象としたニー ズ調査のプレリサ チーの実施
⑪1月 保護者を対象とするニー ズ調査のプレリサ チーの実施
⑫2月 両大学学生フォ-ラムの開催
⑬3月 各部会における自己点検評価の実施
上記のすべての事業について､代表校と連携校が協力して実施することが原則であるが､両大学の強みを活かして役割分担を行なう｡上
田女子短期大学は､連携事業のうち乳幼児期の子育て支援､幼児教育･保育に関する分野において､幼児教育学科教員の専門性を活かし
て事業に関わり､信州大学教育学部は､連携事業のうち小学牧以上の段階における教育に関する分野において､教員の専門性を活かして
事業に関わる｡特に､発達障害児の支援に関しては教育学･心理学関係教員､外国籍児の支援に関しては国際理解教育関係教員が主導的
な役割を果たす｡
10.補助事業の内容 (選定された取組をどのように実施するのか､事業の内容を具体的に記載して下さい｡また､必ず､上記9.の実
施計画と対応させるよう､箇条書きで記載して下さい｡)
本補助事業は､選定された r乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム 『信州モデルEの実現｣プログラムにお
いて､
① 本事業の最高書姦夫機関として､上田女子短期大学長､信州大学副学長及び関係機関の長によって構成される｢運営会議｣を立ち上げ､
本事業の推進を図る｡運営会講の下に､事業の実質的な運営を行なう｢常任委員会｣を置く｡常任委員会は､両大学から選出された
実施本部長･副本部長と､三つの実施部門の長によって構成される｡事業の実施部門として､両大学の教員によって構成される ｢教
材･カリキュラム開発部会｣rFDISD部会｣r地域連携部会｣を設置し､それぞれの担当する具体的な事業を展開する｡
(診 両大学の教員が幼稚園実習と小学校の実習を相互参観することにより､幼児と小学生を対象とした実習の一貫した展望を持ち､それ
ぞれの実習指導体制への理解を深める｡
③ また､幼児教育及び学校教育を専門とする連携コー ディネー ター (助数)の雇用により､両大学の連絡調整や各部会の運営を行うと
ともに､関連事業の企画･運営を行う｡また､本事業に専従する事務補佐員の常時雇い上げにより､両大学における事務的作業の円
滑な推進を図る｡
④ 本補助事業の意義と成果を全国に広く周知することを目的として､ホー ムページの作成を行い､WⅢ‡上に公開してつねに最新の情
報を発信する体制を整えるとともに､本取組の概要を記したパンフレットを作成し､県内外の関係機関へ配布する｡
⑤ 平成22年度以降に予定している､テレビ会議システムを用いた遠隔捜業による単位互換の試行に先立ち､単位互換の対象科目とし
て両大学の学生にとって有用な授業科目を選定し､両大学のカリキュラムの相互補完を図る｡
⑥ 上田女子短期大学及び附属幼稚園には､信州大学の西長野キャンパスとを繋ぐオンライン遠隔授業システムを設置し､両大学間の授
業聴講が遠隔的に可能になる環境を整える｡本年度は､一部の授業及び会議等で試行的に遠隔システムを使用し､不具合や問題点が
ないか精査する｡システムの導入にあたっては､すでにシステムを導入している信州大学でのノウハウを活かし､教材･カリキュラ
ム開発部会のうち､遠隔授業システム担当の小部会の委員を中心に作業をすすめる｡
(∋ 両大学における授業の質的充実を図るため､教材･カリキュラム開発部会が中心となり､学生の主体的学習を促すケースメソッドや
pBLの実践について､先進大学の実践を現地調査する｡ケースメソッドについては慶庭義塾大学､pBLについては三重大学での調
査を予定している｡
⑧ 外国籍児童への支援について先進的な取組を行っている東京外国語大学に教員を派遣し､地域連携部会が中心となって本取組に有用
な知見を得るための現地調査を行う｡
⑨ FD･SD部会が中心となり､両大学の教員による合同学習会を企画･開催する (本年度は1-2回程度の予定)｡保育現場や地域の福
祉担当者等を講師として招き､現代の子育てや教育をめぐる問題についての理解を深める｡
⑩ FD･SD部会が中心となり､平成22年度以降に実施する予定の､卒業生の需要サイド(幼稚園､保育所､学校等の長)を対象とし
た調査の準備を進める｡本年度は､地域を限定して本調査のためのプレリサーチを実施し､地域の保育･教育関係機関がどのような
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人材を求めているのかを明らかにする｡
⑪ 地域連携部会が中心となり､平成22年度以降に実施する予定の保護者を対象とするニーズ調査のプレリサーチを行なう｡乳幼児か
ら小学生までの子どもを持つ保護者が保育 ･教育に対してどのようなニーズを持っているのかを明らかにする｡
⑫ FD･SD部会が中心となり､両大学の学生によるフォーラムを共同で開催する｡保育者養成校と小学牧教員の養成課程における実習
及びカリキュラムのあり方について学生同士が討論を行ない､相互理解を深めるとともに､教育観や子ども観の違いについて確認し､
専F職 としての自覚を深める｡
⑬ 本年度に実施した事業を総括し､年度末に各部会における活動の自己評価を行う｡
11.補助事業から得られる具体的な成果 (学生教育の観点での成果を記載して下さい｡また､必ず､上記10.の補助事業の内容と対
応させるよう､箇条書きで記載して下さい｡)
(》 各大学及び地域関係機関の長によって構成される最高議決機関としての ｢運営会議｣の発足及び､両大学から選出された本事業の実
施責任者､各実施部門の長による ｢常任委員会｣の組織運営により､本事業における連携取組を着実に実施する体制を確立すること
ができる｡また､実施部門として三つの部会を置き､各大学の教員が所属 (代表校の専任教員は全員がいずれかの部会に所属)して
事業を担当することにより､事業の確実な実施運営が図られるとともに､二大学間及び地域との連携に向けた教職員全体の意識改革
が望め､学生の教育に対する理念の共有が可能となる｡
(診 教員による実習の相互参観を実施し､それぞれの大学における実習の目的･到達目標､実習内容､評価の観点､学生のリフレクショ
ン方法等について両大学の教員間で議論することにより､幼児教育と小学校教育を見通す視点をそれぞれの教員が持つことができ､
実習指導体制の充実が望める｡
③ 両大学に連携の窓口となる連携コーディネーターをそれぞれ置くことにより､両大学問の連絡調整が確実に行なえ､部会の運営が容
易になるとともに､連携に伴う出 吾を最小限に抑え､円滑に事業を進めることができる｡また､連携に伴って両大学聞及び関係機関
への膨大な事務連絡等の業務が発生すると考えられるが､専従の事務補佐員を置くことにより､これを素早く処理することが可能と
なる｡
④ 本補助事業に関するホームページを立ち上げることにより､本事業での取組を地域のみならず県内外に広く情報発信することができ
る｡本事業における連携の理念及び学生教育上の成果を公表することにより､県内外に､本取組をモデルとした地域連携の普及を図
ることが可能となる｡
⑤ 単位互換対象授業科目の選定により､両大学のカリキュラムに不足している部分を､将来的に補完することができる｡
⑥ 遠隔授業システムの導入により､遠隔地にある両大学の授業を相互に受講することが容易になり､単位互換の基盤となるほか､実習
の相互参観や共同FD等への遠隔参加等､22年度以降に予定している事業についても幅広く利用でき､学生及び教員の交流及び連携
の実質化が図れる｡遠隔授業システムにより､一大学では提供できない多様な教育メニューの学生への提供が可能となり､カリキュ
ラムをより充実させることができる｡
句 先進大学への調査を実施することにより､ケースメソッドIPBLに関する教材開発についての有用な知見を得ることができ､平成
22年度以降に実施するケース教材の作成などに活かすことができる｡
⑧ 外国籍児童への支援に関する先進大学への調査を実施することにより､地域支援の具体的方策について有用な知見を得ることがで
き､平成22年度以降に実施する地域連携事業に活かすことができる｡
⑨ 両大学の教員が地域の講師を招いて学習会を実施することにより､地域の子育てや教育の現場における課題を､現場の視点から捉え
なおすことができる｡学習会を重ねることによって､地域との相互理解が進み､保育者や教員を養成する大学の役割が明確になるこ
とが期待できる｡また長期的には､各大学に所属する大学教員の専門性を活かし､地域の課題の解決に連携協力して取り組むための
下地を作ることができ､大学教育の質を向上させる効果が望める｡
⑩ 需要者サイド調査のプレリサーチを実施することにより､本調査にあたっての調査項目の確定に有用な基礎的データを得ることがで
きる｡
⑪ 保護者を対象とする調査のプレリサーチを実施することにより､本調査にあたっての調査項目の確定に有用な基礎的データを得るこ
とができる｡
⑫ 両大学の学生によるフォーラムを共同で開催し､学生同士が交流しながら､自らの実習体験等をもとに討論を行なうことにより､保
育者養成校と小学校教員の養成課程における実習及びカリキュラムの違いについての相互理解を深めることができる｡両大学の学生
が､多様なニ-ズを持つ子どもにとって幼稚園･保育所段階から小芋:校への接続が大きな課題となることを理解し､お互いの保育.
教育観や子ども観の違いについて確認しておくことは､卒業後､地域での保幼小連携の求められる場で､それぞれの立場を理解した
上での実質的寧協働の基盤となるはずである｡
⑬ 本年度に実施した事業の自己点検評価を実施することにより､事業の進捗状況を確認し､確実な実施を図るための基礎資料を得るこ
とができる｡
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2.平成22年度大学改革推進等補助金 (大学改革推進事業)調書
1.大学等名/設置者名 上田女子短期大学/学校法人北野学園
2.プログラム名 大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
3.取組名称 乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム ｢信州モデル｣の実現
4.選定年度 平成21年度
5.取組代表者/ (所属部局 .職名.氏名)取組代表者 学 長 小 池 明
取組担当者 取組担当者 幼児教育学科 .准教授 小 川 史
6.事務担当者 主担当(所属部局.職名.氏名)
主担当､副担当を必ず2 教務 課長 塚 田 穏 敬
名記載して下さい. TEL 0268-38-2352
FAX O268-38-7315
E-mad
副担当
(所属部局.職名.氏名)
事務局 橋 詰 聡 美
TEL O268-38-2352
FAX O268-38-7315
E-mdl s-hashiZume伝)tledawiC.ac.b
7.選定取組の概要 (40字以内)
平成21年度に本プログラムで選定された ｢乳幼児期からIJ､学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム 『信州モTfJLBの実現J
は､集団生活への適応が困難な発達障害児や外国籍児童の増加等を背景として､保.幼 .小連携に基づく支援を担う保育者 .小学校教員
を育成するため､保育者養成課程を有する上田女子短期大学と､小学校教員の養成課程を有する信州大学教育学部が連携して教育プログ
ラムを構築し､地域人材の育成を図るものである○平成22年度は､平成21年度に整備したシステムおよび連携の基盤を活用し､①授業
の相互乗り入れの実施および単位互換制度を試行する､②両大学相互の実習参観等を通じて､保幼小の連携を見通す視座を学生に獲得さ
せる取り組みを実施する､③戒められる保育者 .学校教育者像についての各種調査を実施し､ニーズを分析するデータを収集する､④地
域の現代的課題に対応した教材の開発に着手する等の取り組みを行う.【398字】
8.補助事業の目的.必要性
(1)全体
本絹助事業の全体の目的は､幼稚園教員及び保育士 (以下 ｢保育者｣とする)養成校である上田女子短期大学と､小学校教員の養成課
程を有する信州大学教育学部及び地域自治体等 (上田市､上田市教育委員会､長野市､長野市教育委員会)が連携して共同の教育プログ
ラムを構築することにより､乳幼児期から小学校までの育ちを見通し､現代的課題に対応しつつ地域における個別教育支援を担うことが
できる保育者 .小学校教員を育成することである.
この事業を行う必要があるのは､近年､家庭生活の変化.多様化により､子育てや教育をめぐる現代社会特有の問題が顕在化している
ためである｡とりわけ､①対人関係がうまく築けない高機能自閉症やⅠ皿､ADHD等の発達障害の子ども､②両親が外国籍､または本人
が帰国子女であるために畠 吾.文化的コンフリクトの問題を抱える子どもの数は全国的に増加しており､各地域における緊急の対策が求
められている.これらの子どもにとって集団生活への適応が大きな課題であることは共通しており､家庭.地域での育ちから保育所 .幼
稚園への就園へ､保育所 .幼稚園から/J噸 就学への接続が問題となるo保育者 .小学校教員が､施設の種別を超えて子どもの二-ズに
対する理解を共有し､連携して問題解決にあたるためには､本プログラムによる幼児期から児童期までの育ちを見通した共同の教育プロ
グラムの構築が必要である.
(2)本年度
本補助事業の本年度の目的は､事業初年度であった平成21年度に導入したシステムおよび両大学の連携の基盤を活用し､遠隔授業の
相互乗り入れおよび単位互換制度の試行など､両大学の連携にもとづく教育システムを具体的に制度化し､その一部の運用を開始すると
ともに､平成21年度で基盤を形成した両大学の教員および学生同士の連携を畠かし､各種調査を実施して地域に求められる保育者 .小
学校教員像を明らかにするため､次年度の分析に向けたデータを収集することである.そして､地域の現代的課題に対応するケース教材
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の開発に着手し､両大学の連携にもとづく乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材育成のシステム ｢信州モデル｣の基盤を築く｡
平成21年度の取り組みにおいて両大学で共有するに至った保･幼 ･小の連携の課題をもとに､卒業後1-2年の保育者 ･小学校教員を対
象としたワー クショップの開催､および､地域の児童福祉･保蛙･医療機関関係者等を招いたシンポジウムを開催すること等を通じて､
こうした課題を克服することのできる保育者･小学校教員の養成に求められる要素を具体的に収集し､次年度の制度構築の完成に向けた
素地を形成する｡また､平成 21年度のプレ調査にもとづき､保育者や小学校教員の需要サイド(保育所､幼稚園および小学校等)およ
び保護者に対する本調査を実施し､地域固有の課題を実証的に把握するとともに､ケース教材の開発に着手し､地域の現代的課題への対
応を取り入れたケースメソッド及びpBL等の授業実践等に向けての基盤を築く｡
9.本年度の補助事業実施計画 (事業を実施するにあたってのスケジュールを記載して下さい｡)
① 4月 本事業の昨年度の総括と本年度の事業の実施にあたっての運営会議又は常任委員会の開催
② 4月 専門連携コーディネーター (助敦)及び事務補佐員の雇いあげの継続 (両大学各1名)
③ 4月 単位互換に関する協定等実施上の制度整備
㊨ 5-7月 上田女子短期大学で開催される子育て広場への信州大学学生の参加
⑤ 5-3月 本事業実施に関する成果発表及び情報収集
⑥ 6-11月 地域の現代的課題を含むケース教材の開発
⑦ 8-9月 学生による実習の相互参観
⑧ 8月 卒業後112年目の現職保育者 ･教員を対象としたワー クショップの開催
⑨ 8-9月 地域の子育て支援の現場見学 ･参加
⑩ 10-2月 遠隔システムによる授業の相互乗人の実施および単位互換制度の試行
⑪ 11月 ケースメソッド等先進的教育方法に関する学習会の開催
⑫ 12月 自治体及び地域の児童福祉 ･保隆･医療関係機関､ボランティア､NPO等の代表によるシンポジウムの開催
⑬ 1月 卒業生の需要サイドに対しての調査の実施
⑭ 1月 保護者へのニーズ調査の実施
⑮ 2月 子育て支援等先進地域への海外視察･研修
⑯ 3月 自己点検評価及び外部評価の実施
なお､上記のすべての事業について､代表校と連携校が協力して実施することを原則とする｡ただし､必要に応じて､両大学の強みを
活かして役割分担を行う｡上田女子短期大学は､連携事業のうち乳幼児期の子育て支援､幼児教育･保育に関する分野において､幼児教
育学科教員の専門性を活かした事業には中心的に関わり､信州大学教育学部は､連携事業のうち､J噸 以上の段階における教育に関す
る分野において､教員の専門性を活かして事業に関わる｡特に､発達障害児の支援に関しては教育学 ･心理学関係教員､外国籍児の支援
に関しては国際理解教育関係数員が主導的な役割を果たすなど､個別の事業の特性に応じての役割分担を行う｡
10.補助事業の内容 (選定された取組をどのように実施するのか､事業の内容を具体的に記載して下さい｡また､必ず､上記9.の実
施計画と対応させるよう､箇条書きで記載して下さい｡)
本補助事業で選定された r乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム 『信州モデルBの実現｣プログラムにおい
て､本年度実施する事業の具体的な内容は以下のとおりである｡
① 平成21年度に引き続き本年度の事業を実施するにあたって､最高議決機関として構成された ｢運営会議｣(上田女子短期大学学長､
信州大学副学長及び関係機関の長によって構成)または ｢常任委員会｣(両大学から選出された実施本部長 ･苗体部長と ｢教材･カ
リキュラム開発部会｣｢FD･SD部会｣｢地域連携部会｣の部会長によって構成)を開催し､本事業において昨年度実施した事業の
総括を行い､本年度の事業全体の方針を策定するとともに､それぞれの部会の方針を確認し､部会間での連携の方針を調整･策定す
る｡
② 昨年度に引き続き､幼児教育及び学校教育を専門とする連携コー ディネーター (助教)を雇用し､両大学の連絡調整や各部会の運営
を行うとともに､事業の企画･運営を行う｡また､事業の推進に係る事務的作業にも従事するとともに､本事業に専従する事務補佐
員の常時雇い上げを行う｡
③ 教材 .カリキュラム開発部会が中心となり､単位互換制度の構築に向けた両大学における規程および両大学間の協定等について､
授業の方法や単位の認定方法などに関する法令等を踏まえつつ､関連規程を整備する｡
④ 地域連携部会が中心となり､上田女子短期大学で開催される子育て広場に信州大学の学生が参加し､両大学の学生が共に保育の実践
を体験するとともに､参加者間でリフレクションを行い､保.幼 IJトの連携の必要性についての意見交換を行う｡
⑤ 各部会ごとに､これまでの取組みの成果を学会 ･シンポジウム等において広く発表し､情報交換を行う｡
⑥ 教材 ･カリキュラム開発部会が中心となり､地域の現代的な課題を捉えつつ､問題となるケースに対応する教材の開発を行う｡地域
性の観点からは外国籍の子どもに対する保育および教育の支援について､また､発達障害等の特別な支援を要する子どもに対する保
育 ･教育方法についてのケースと併せ､教材を開発することを予定している｡
(∋ 教材 ･カリキュラム開発部会が中心となり､上田女子短期大学と信州大学の学生が実習を相互に参観し､保育者と小学校教員の養成
課程でそれぞれが体験する実習とは異なる視座を獲得する｡なお､参観にあたっては､テレビ会議システムによる遠隔システムを補
助的手段として利用することも想定している｡
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⑧ FDASD部会が中心となり､卒業後1-2年目の現職保育者･小学校教員を対象としたワー クショップを開催し､参加者が両大学で学
んできたカリキュラムが保育 ･教育の現場においてどのように活かされ､またどのような課題があるかの意見交換を行う｡
⑨ 地域連携部会が中心となり､地域の子育て支援の現場を見学 ･参加し､意見交換を行ったうえで､現状の課題を析出する｡
⑩ 教材･かノキュラム開発部会が中心となり､遠隔授業システムを活用した授業の相互乗り入れを実施するとともに､単位互換制度の
試行を行う｡
⑪ 教材･カリキュラム開発部会とFD･SD部会とが合同で､ケースメソッド等に関して先進的な教育方法を実践する大学･研究機関か
ら講師を招碑し､学習会として､講演およびワークショップを開催する｡
⑫ 地域連携部会が中心となり､自治体及び地域の児童福祉･保健･医療関係機関､ボランティア､NPO等の代表を招きシンポジウムを
開催する｡それぞれがどのように連携して子育て支援等を行い､今後､どのような地域の連携が必要であると考えられるのか､課題
を析出する｡
⑬ FDISD部会が中心となり､保育者や小芋牧教員の需要サイド(保育所､幼稚園および小学校等の両大学の卒業生の就職先等)に対
し､どのような保育者 ･J噸 教員を求めるか､また保育者 ･小学校教員に修得しておくことが期待される能力および知識等につい
ての調査を実施する｡
⑭ 地域連携部会が中心となり､保護者がどのような保育や教育､およびそれらを含む子育て支援を求めているのかというニーズに関す
る調査を実施する｡
⑬ 子育て支援の先進的な取り組みを行う北欧諸国において､現地視察･研修を実施する｡現地の保育･教育機関を訪問し､その実践を
視察するとともに､保育者 ･教員等にインタビューを行い､意見交換を行う｡
⑯ 自己点検評価を行うとともに､専門家によって構成された外部評価委員会による2年間の総括的評価を受ける｡
以上の事業を通じて､選定取り組みの更なる充実･発展を図り､乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム
｢信州モデル｣の実現を目指す｡
11.補助事業から得られる具体的な成果 (学生教育の観点での成果を記載して下さい｡また､必ず､上記10.の補助事業の内容と対
応させるよう､箇条書きで記載して下さい｡)
① 各大学および地域関係機関の長によって構成される最高議決機関としての ｢運営会議｣または両大学から選出された本事業の実施責
任者､各実施部門の長によって構成される ｢常任委員会｣を開催することによって本年度の事業の実施計画等の方針を策定し､三
つの部会がそれぞれに有機的に関わり合いながら事業を遂行することができるよう各部会の連携の方針を策定することによって､合
理的かつ円滑に事業を推進することができる｡
(9 両大学の連携の窓口となる連携コーディネーターを置くことによって､両大学問の連絡調整を円滑に行うことができるとともに､連
携に伴って生じる膨大な連絡および事務処理等の業務を､専従の事務補佐員とともに行うことによって､合理的かつ迅速に処理する
ことができ､事業を円滑に推進することができる｡
(塾 遠隔授業システムを利用した単位互換制度を履修モデルの一部として位置づけるためには､それらが学生にとって有用な授業である
と同時に､法令等に照らして正式に単位認定を行うことのできる制度を確立する必要がある｡このため､授業方法等についての法令
等を精査し､学内の規程を整備することが必要不可欠である｡
④ 上田女子短期大学で開催される子育て広場に信州大学の学生が参加することを通じて､保育者と小学校教員とがそれぞれに見通すべ
き保･幼 ･小の連携についての視座を獲得することができる｡
⑤ 各部会ごとに､これまでの取組みの成果を学会･シンポジウム等で積極的に発表することによって､本事業の成果を広く公表し､情
報交換を行うことができる｡
⑥ 地域の現代的課題に対応するケース教材を開発することによって､そうした課題に対応することのできる保育者 りJl学校教員の育成
に有用なカリキュラムの一部を構築することが期待される｡
(∋ 両大学の学生が相互の実習参観を実施することを通じて､保･幼 ･小の連携を見通す視座を学生に与えることができる｡また､直接
の相互参観のみならず､遠隔システムを使った相互参観システムを確立し､今後､両大学の人材育成システ与の一部を構成する事業
として発展させることができる｡
⑧ 卒業後 1-2年目の現暇保育者 ･小学校教員を対象としたワークショップを開催することによって､現場に立つ現職の保育者 り1ヽ学
校教員の目を通じて､その養成課程で求められるカリキュラムはどのようなもので､また､現状には何が不足しているのかという課
題を析出･把握することができる｡
⑨ 地域の子育て支援の現場を見学･参加することを通じて､地域における子育て支援の実情および課題を理解するとともに､地域固有
の子育て支援のニーズを現場の声として把握することができる｡
⑩ 遠隔授業システムを利用した授業の相互乗人を実施することにより､両大学の学生は距離的な制約にとらわれず､他大学の授業に参
加することが可能となる｡このことを通じて､自らが所属する養成課程の枠を越えて､保育者または小学校教員に有用な他大学の授
業に参加することができるようになる｡
⑪ ケースメソッド等の先進的な取り組みに関する知見を得ることで､参加教員が地域の現代的な課題に対応するケース教材およびpBL
等の作成にあたっての示唆を受けることができる｡また､その活用方法を議論し､意見交換を行うことで､より有用な教材等の開発
が可能となる｡
⑫ 自治体及び地域の児童福祉･保健･医療関係機関､ボランティア､NPO等の代表を招いてシンポジウムを開催することによって､
地域の社会資源の連携の実情と課題を明らかにするとともに､地域の中で求められる保育者 ･教員像を明らかにすることができる｡
⑬ 卒業生が就職する先においての調査を実施することよって､両大学が育成した保育者 り1､学校教員が現場のニーズにいかに対応し､
またどのような課題があるのかを明確にすることができる｡
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⑭ 保護者が保育者.J噸 教員および地域の子育て支援に対してどのようなニ-ズを有しているかを調査することによって､保護者の
観点から求められる保育者 りjヽ学校教員像を明らかにすることができるo
⑯ 乳幼児期から小学校までの育ちを見通す保育者 り1､学校教員の人材育成システムを実現していると考えられる先進諸国 (北欧諸国)
において視察.調査を実施することにより､先進的な取り組みについての比較教育学的な知見を獲得することができる｡
⑩ 本年度に実施した事業の自己点検評価を実施することにより､事業の進捗状況を確認し､確実な実施を図るための基礎資料を得､そ
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3.具体的取組報告
1)フォーラム等への参加
視察等報告書
1.視察者参加者氏名
(◎文責者)
山 口 美 和 (教材 ･カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年11月7日
3.訪問先 ･学会名等 信州大学 松本キャンパス
4.視察の成果
(戦略GPの取組に
参考になる点など)
(1)概 要
当フォーラムは､平成 20年度の戦略的大学連携支援プログラムとして採
択された戦略GP (代表校 :信州大学､連携校 :長野県看護大学､佐久大学､
諏訪東京理科大学､清泉女学院大学､長野大学､松本歯科大学､松本大学)
事業のうち､FD･SD活動のキックオフイベントとして実施されたもので
ある｡本学と信州大学教育学部において戦略GP事業を始動するに際し､先
行する戦略GP事業の運用等についての知見を得ることは重要であるととも
に､信州大学が関わる戦略GP事業の展開について､認識を共有することも
参加目的の一つである｡
当フォーラムは､第1部として､高等教育コンソーシアム信州における単
位互換制度に関しての説明がなされ､大学連携によるFD活動等の取り組み
として､四国地区大学教職員能力開発ネットワーク (SPOD)､山形地区F
DネットワークつばさにおけるFD活動の報告があった｡また､その後の第
2部では､報告者らによって ｢大学連携によるFD活動を考える｣と題した
シンポジウムが開催された｡
(2)成 果
その1
大学間の戦略的連携を目的とする当GP事業において､構成大学間の連携
を図るにあたっては､緊密な連絡体制を構築することに加え､授業や会議に
おける双方向のやりとりの手段として､テレビ会議システムは必需であり､
とりわけ､これまで導入実績のない上田女子短期大学においては､その整備
が喫緊の課題であると感じられた｡また､報告された先進的なFD･SD活
動を展開するSPODおよび山形大学では､大学の自治 ･学問の自由とFD
活動という一種の緊張関係に立つ両者の関係において､大学が説明責任を果
たし､教育の質を保証するためのFD･SD活動の意義が十分な説得力をも
って説明されており､当GP事業におけるFD･SDプログラムの遂行にあ
たっても､こうした観点を持つことの重要性を認識した｡
その2
山形大学の杉原真晃基盤教育院･高等教育研究センター准教授の報告では､
物理的な労力を可能な限りかけず､GP事業としての補助期間終了後も引き
続き実施することのできる継続性をもった施策の提案が必要であるとの所見
が述べられた｡当視察の参加者間において､こうした視点は､当GP事渠を
始動するにあたって極めて有用な視点であるとの認識で一致､その後の実務
担当者等における討議を経て､平成22年2月に開催予定のFD･SD講演
会に杉原准教授を講師として招聴し､講演を依頼することとした｡
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視察等報告書
1.視察者参加者氏名 山 口 美 和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
(◎文責者) ◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年 11月28日
3.訪問先 .学会名等 ホテルメトロポリタン長野信州大学大学院教育学研究科が取り組む ｢組織的な大学院教育改革
推進プログラム (大学院GP)｣国際フォーラム2009
4.視察の成果(戦略GPの取組に (1)概 要
当フォーラムは､平成 19年度に採択された組織的な大学院教育改革推進
プログラム (大学院GP-取組校 :信州大学)事業の最終年度の総括的イベ
ントとして､海外から講師を招碑して実施された国際フォーラムであるo上
田女子短期大学と信州大学教育学部において戦略GP事業を始動するにあた
つて､信州大学が取り組む他のGP事業の運用等についての知見を得ること
等が参加の目的であり､主催者および参加者間の交流を深め､当GP事業の
情宣をも行いたいと考えたo
当フォーラムは､第1部として､信州大学大学院教育学研究科における大
学院GPの取り組みについての報告がなされ､基調講演としてMaj-LisSjobeck
教授 (イエーテボリ大学)より､｢スウェーデンの教員養成 .現職教員におけ
る専門分野を超えた協働｣の講演とバネリディスカッションが行われたoま
た､第2部では､参加者がグループに分かれ､教師教育に関するワークシヨ
ツプが開催されたo
(2)成 .果
その1
信州大学における上記大学院GPの取り組みの概要と運用およびその成果
参考になる点など) 等についての報告を聞き､当GP事業における体制の構築と運用､成果の公
表等に関する知見を得ることができたo信州大学大学院教育学研究科の多数
の教員が関与する上記大学院GPにおける活動を知ることによって､今後､
当該の戦略GPをどのように働きかけ､運営していくべきかの方針も知るこ
とができたと考えるo
その2
一方で､基調講演およびシンポジウムを通じて､スウェーデンにおける教
員養成の実情に関する知見を得ることができたことも大きな成果であった○
ワークショップという開催形式を利用し､小学校教員や大学教員など､立場
の異なる参加者間で意見を交換したことによって得られた新たな視点は､参
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視察等報告書
1.視察者参加者氏名
(◎文責者)
◎小池 浩子 (地域連携部会/信州大学)
2.訪問年月日 平成21年 12月5日～12月6日
3.訪問先 ･学会名等
東京外国語大学多言語 ･多文化教育研究センター主催の ｢多文化協働実践研
究全国フォーラム (第3回)｣-世界経済危機と日本の ｢多文化共生｣の行方-
4.視察の成果
(戦略GPの取組に
参考になる点など)
以下の情報を得た｡
･経済不況化での外国籍住民と子ども達の現状について
･先進的地域 (横浜､武蔵野市など)の取り組み
･上田市の取り組みと ｢上田市多文化共生推進協会準備室｣について
(なお､上田市市民課課長､同課長補佐件外国籍市民サービス課長､準備室
多文化共生コーディネーターの各氏と名刺交換した)
･東京外国語大学の上田市での調査について
(｢上田の住みやすさ｣･｢住み続けたいか｣と属性との関係が調査内容｡日本
人との関係､文化理解､日本人の外国人-の態度などとの関係は未調査｡-
われわれの調査すべき内容はこの辺か-教育 ･研修の提言や実施も可能か)
･東外大のチームが行なおうとしている ｢心理 ･社会的居場所｣に関する調
査尺度作りについて (これも異文化間コミュニケーションの視点をもっと入
れられると思われる)
･なお､東外大と上田市の連携は来年度で終了とのこと｡上田市としても我
われとの関係は歓迎｡
･愛知県でのプレスクール教室 (幼稚園に行かれない外国籍幼児がいきなり
日本の学校になじめない問題解決のための就学前教室 :文科省から補助あり)
の情報｡上田での可能性について､多文化共生コーディネーター高橋小百合
氏と､協働で行なう可能性を話した｡
･東大外の ｢多文化共生コーディネーター養成セミナー｣について
(我われも実現の可能性があるのではないか｡あるいは東外大との提携も)
○全体を通して､生活支援と日本語支援は熱心に行なわれているものの､外
国籍住民自信が生活苦と忙しさ､面倒くささなどの理由でその支援や教室に
不参加の傾向があるとわかった｡
○外国籍住民の自発的日本社会-の関わり､を促進することが効果的なので
はないかとの感触を得た｡
○ボランティアに頼っている傾向がある｡国や自治体のシステムとしていか
に外国籍住民を日本の社会や学校に受け入れるのか､主体的に役割を担って
もらう方策､を確立する必要があると感じた｡
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視察等報告書
1.視察者参加者氏名(◎文責 ) ◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年12月12日
3.訪問先 .学会名等 山形大学小白川キャンパスFDシンポジウム ｢学生主体型授業の探究-学生の意欲と
主体性を育てる授業を考える-｣
4.視察の成果 (1)概 要
当フォーラムは､平成20年度に採択された質の高い大学教育推進プログ
ラム (教育GP-取組校 :山形大学)事業の一環として開催されたフオーラ
ムであるo当日は､全国48の大学から91名の参加者があったo
第1部は4組 (日本教育大学院大学､北海道大学､三重大学､山形大学)
の発表者による事例発表が行われ､それぞれの大学における学生の意欲を引
き出すための授業デザインについての報告がなされたoまた､第2部では､
第1部の発表者4名によって ｢学生主体型授業の成果と課題｣と題したバネ
ルディスカッションが行われたo
(2)成 果
山形大学では､高等教育研究企画センターの企画 .運営のもと､上記教育
(戦略GPの取組に GP事業として ｢あっと驚く大学授業NG集｣を作成するなど､｢授業の改善
参考になる点など) から授業の開発-と展開する｣FD活動に取り組んでいるoその実践として､
パイロット授業 ｢未来学-のアプローチ｣を開講しており､当視察において
は､シンポジウム前日に山形大学を訪問し､上記パイロット授業も参観したo
当GPにおいては､大学間連携によるFD .SD活動も主要な事業の一つと
して位置づけられており､当フォーラムにおいて発表された各大学の取り組
みを先行事例として情報を得ることによって､今後のFD .SD活動を行う
にあたつての知見を得ることができたoまた､山形大学において作成されて
いる ｢あっと驚く大学授業NG集｣は､そもそもFD .SD活動がなぜ求め
られるのかを考える契機となる貴重な作品であり､その解説を聞くことによ
つて､今後､当GPにおけるFD .SD活動を進めるにあたつての示唆を得
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視察等報告書
1二視察者参加者氏名(◎文責 ) 笹 井 弘 (FD.SD部会/上田女子短期大学)
山 口 美 和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成 22年 1月7日～8日
3.訪問先 .学会名等 東京ビッグサイ ト会議棟文部科学省 .財団法人文教協会主催
平成21年度大学教育改革プログラム合同フォーラム
4.視察の成果(戦略GPの取組に参考になる点など) (1)概 要
当フォーラムは､平成20年度および21年度に ｢国公私立大学を通じた
大学教育改革の支援充実｣のための取り組みとして文部科学省に採択された
COEおよびGPプログラム等の各大学の取り組み担当者が一堂に会し､講
演､バネリディスカッションおよびポスターセッション等を行 うフォーラム
である○平成21年度の当フォーラムには､8,600名余りの参加者が集
まったo
初日 (7日)の第1部では､天野郁夫氏の基調講演の後､｢総合的な学生支
援｣､｢大学間連携の展開｣､｢大学院教育改革の現在 (いま)｣の三つの分科会
が開催され､それぞれの分科会において事例報告がなされた○とりわけ､当
GPに関係する ｢大学間連携の展開｣分科会においては､遠隔地域での大学
間連携の方策として､テレビ会議が有効に活用されていることが報告される
など､その成果についての報告がなされた○
また､第2部である二日目(8日)には､｢特色ある優れた学部教育の展開｣､
｢大学教育の質保証｣､｢短期大学の挑戦｣､｢大学教育の国際化｣｣､｢がん対策.
専門医療人の養成｣､｢医療系人材の養成｣の6つの分科会とともに職員向け
講演が行われるとともに､両日を通じて取り組み校のべ340校がブースを
設け､ポスターセッションが開催されたo
(2)成 果
_当シンポジウムは､COEおよびGP等の取り組みを行う各大学が､他大
学との情報交換を行う機会でもあり､ポスターセッション会場における他大
学との情報交換や､その際配布された資料等を入手することができたo他大
学のGP等の事業の展開として､.独創的な着想とその展開によって全国的に
も注目を集めている取り組みは､その集客力においても群を抜いており､パ
ンフレット作成の手法やWEBを通じた広報など､広報戦略にも注目すべき
点が多かつたo
一方､｢大学間連携の展開｣分科会における事例報告では､大学間連携の課
題と期待される成果を､具体的に要約して知ることができたo大学間連携の
取り組みを行う各大学においては､その連携を維持する一環として､教職員
に､テレビ会議システム等のネットワーク等を管理 .運営する一定の知識が
求められ､今後はシステムに関する知識の習得とその共有化が必要であると
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2)先進的事例の視察
視察等報告書
1.視察者参加者氏名 徳井 厚子 (地域連携部会/信州大学)小川 史 教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
(◎文責者) ◎山口 美和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
橋本 一雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.-訪問年月日 平成22年2月 10日
3.訪問先 .学会名等 山梨学院大学附属小学校
4.視察の成果 山梨学院大学 .田中智志先生 (山梨学院大学附属小学校 .校長)
小林智芳先生 (山梨学院大学附属小学校 .教頭)
山内紀幸先生 (山梨学院大学附属小学校..校長補佐)
山梨学院大学附属小学校を訪問し､校舎及び授業の見学を行ったo同校は､
文部科学省 ｢研究開発学校｣の指定を受け､先進的な教育プログラムを実践
している小学校であるo教育は､｢豊かな想像力をはぐくむ｣｢自律性を育て
る｣｢ともに生きることを学ぶ｣の3つの柱を基本に､基礎学力形成､環境教
育､社会認識､異文化理解､感性の形成､メディア .リテラシー教育､モラ
ルの形成､身体教育の8つの領域から構成されているo
同校では､従来の教科の枠は取り払われ､｢言葉｣｢数｣｢身体｣｢人間関係｣
といった領域において､子どもの生活や経験と関連づけた学びが展開されて
いるoこうした取組みは､現在､5領域と幼児の生活を中心に組み立てられ
(戦略GPの取組に ている幼稚園 .保育所での学びと､教科中心の小学校以上の学びとのあいだ
参考になる点など) に存在するギャップを埋める試みとして注目すべきものであり､われわれが
Gf,において目指す幼 .保 .小の連携とスムーズな接続のあり方を考える上
でも､同校-の視察を通し､授業実践を実際に目にすることができたことは
非常に有用であったo
田中智志校長からは､領域ごとに多角的な学習ポイントを設定して評価し､
子どもひとりひとりの成長を記録する､独自の評価システム ｢学びのあゆみ｣
についても説明を受けたo子どもは､領域の学びの他に､年数回行われる ｢プ
ロジエクト｣にも取組み､テーマを決めて探求を深めるoこうした意欲的な
取組みを支えるためには､教員の高い専門性が必要であるが､校内での研修
や同僚同士の連携を通して力量を形成していく体制が構築されてY､ることも
確認したoこの点からは､今後のGPの取組みとして考えている､地域の保
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視察等報告書
1.視察者参加者氏名 市 東 賢 二､佐 藤 厚､山 口 美 和､平 滞 節 子､佐藤 利佳子､
(◎文責者) ◎ 橋 本 一 雄
2.訪問年月日 平成22年2月26日
3.訪問先 .学会名等 学校法人 清和学園
郡山敬愛幼稚園､彩都敬愛幼稚園､こどもの園敬愛保育園
4.視察の成果(戦略GPの取組に (1)概 要
当視察は､佐藤厚准教授が指導を行う郡山敬愛幼稚園の保育発表会を参観
し､同幼稚園の系列幼稚園 .保育園の視察を併せて行うことによって､上記
幼稚固 .保育園が展開する先端的な保育方法およびその環境整備等から知見
を得ることを目的とした視察である○
郡山敬愛幼稚園においては､各クラスごとに演劇の要素を取り入れた保育
発表が行われ､午前と午後の二部に分けて実施された保育発表を参観した○
保育発表の前後には､理事長および主任教諭の先生方より､保育発表会の
概要説明､同園における保育方針の説明､学園の概要等の説明を受けたo
また､郡山敬愛幼稚園の保育発表会終了後､新興住宅地域に立地する彩都
敬愛幼稚園および大阪府茨木駅前に立地するこどもの固敬愛保育園を視察し
た○それぞれ立地の異なる三園でも一貫した保育の方針を看取することがで
きた一方､それぞれの幼稚園 .保育園国有の保育の方針や環境の整備なども
見受けられ､その概要について､各国の担当者の先生よりお話を伺ったO.
(2)成 果
郡山敬愛幼稚園の視察においては､演劇の要素を取り入れた独自の保育方
法を知ることができた○保育発表会では､園児の豊かな表現力と俊敏な動き
参考になる点など) が見受けられ､長年の蓄積によって確立された保育の方法と､それを盛り~た
てる同園の雰囲気に､参加者一同感心させられたムまた､郡山敬愛幼稚園の
近隣には､一時預かり保育等を行う敬愛ファミリー サポー トセンターが併設
されており､同学園が､子育て支援を行う一体的な施設の整備を行っている
点にも示唆を得たo
彩都敬愛幼稚園とこどもの固敬愛保育園においては､■それぞれの立地に応
じて､そこに通う園児の気質､さらには求められる保育のニーズも微妙に異
なることから､国の環境や保育の内容を､それらのニーズに合致するよう工
夫している様子が見受けられたo
当GPにおいては､現代的な課題に対処しうる保育者や小学校教員の養成
プログラムの構築を目標に掲げており､その意味においても､多様なニーズ
を現場から感じとることのできたこの視察の意義は大きいものと思われるo
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視察等報告書
1.視察者参加者氏名 山口 恒夫 (FD.SD部会/信州大学)◎村松 浩幸
(◎文責者) ◎安達 仁美 (教材 .カリキュラム開発部会/信州大学)
山口 美和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成22年3月3日～3月4日
3.訪問先 .学会名等 名古屋大学 .三重大学
4.視察の成果(戦略GPの取組に参考になる点など) 3日.名古屋大学 :伊藤喬治氏 (大学院教育発達科学研究科博士課程後期課
程 1年)
北欧の幼稚園教育の動向を伺 うことができた○特にノルウェーの幼稚園に
おいて,教室環境に配慮された幼稚園教育の様子は,日本と対比して興味深
いものであったoまた,大学と幼稚園の距離が非常に近く,研究者が日常的
に幼稚園を訪問したり,幼稚園の先生が気軽に研究者に相談したりというこ
とが行われているとのことだった○この点は,戦略GPのテーマにも深く関
わる内容であり,今後推進する上で,大変参考になると考えられたo
4日.三重大学:山田康彦先生 (高等教育創造開発センター教育開発部門長).
中西良文先生 (高等教育創造開発センター教育評価部門長)
豊富な資料を提供いただき,三重大学のPBL教育の概要,導入過程,現
在の取 り組み,今後の展開,教育評価について詳細に伺 うことができた〇三
重大学のPBL教育は,eラーニングを駆使することと全学的に展開するこ
とが特徴で,問題発見解決型学習として現在250以上のPBL関連科目が
開設されているとのことであった○関連の競争的資金も複数獲得していたo
現場に行くタイプのPBLだけでなく,心理学を例にシナリオ型のPBLに
も取り組んでいたo教育学部に特化した教員養成型PBLについての話も参
考になったo
教育評価についても,修学達成度評価として質問紙調査をW ebで行い,
8割の学生から肯定的な評価を得ているとのことであったoまた,学生自身
が過去の結果をフィー ドバックして経年的にみられるようになっている点も
本事業の展開に参考になると考えられるoさらに,PBL教育を推進するた
めに,各学部中核メンバーによる宿泊型FDを実施し,_参加者が各学部の中
核になってリーダーシップを発揮できるような配慮もされていたoさらにP
BL教育支援事業を実施しているなど,様々な実践展開も行われていたo
以上のように,本事業の取り組みについて,三重大学におけるPBLー教育視
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3)オンラインビデオ会議システムの活用
取組報告書
担当部会 ･部門 :教材 ･カリキュラム開発部会
取組担当者 :谷塚 光典
1.事業名
オンラインビデオ会議システムの活用
戦略GP事業の一環として,ハイビジョンに対応したテレビ会議システムを導入し､上田女子短期大
学と信州大学において開催されている授業の相互受講 .単位互換,附属幼稚園における保育実習の相互
参観 .遠隔授業研究,学生フォーラムやFD.SD学習会の遠隔参加等,遠隔地を結びながら行われる
事業-ゐ幅広い活用が期待されている.
本稿では､先行する取り組みを踏まえつつ､本事業におけるテレビ会議システムを活用した大学間連
携の概要と実施状況を報告するともに､そこに浮き彫 りになった今後の可能性 .課題を検討する○
3.事業の概要と成果
信州大学では,キャンパス間を接続したSUNSを活用しての遠隔講義 (辻井,2002)の他､教
育学部と附属学校間での遠隔授業研究 (谷塚ほか,2009)や高等教育コンソーシアム信州の参加大
学による遠隔講義 (茅野ほか,2010)が行われており,テレビ会議システムが多く活用されてきて
いる○そこで,本プロジェクトでは,上田女子短期大学と同附属幼稚園および信州大学教育学部附属幼
稚園にハイビジョン対応のテレビ会議システムを導入したo以下､具体的な事例とともに活用法 .利用
状況を報告するo各企画の内容の詳細についてはそれぞれの報告文にゆずると'して､ここではテレビ会
議システムの果たした役割に焦点をあて記述するo
2- 1.第1回 ｢FD.SD学習会｣
2010年2月18日,山形大学の杉原真晃氏を迎えて,｢大学における良い授業とは-学生の理解
力と授業満足度を高めるための-｣と題した教職員向けのFD.SD学習会を開催したo講師は上田女
子短期大学におり､信州大学教育学部から遠隔参加したo
H.239に対応したビデオ会議システムを利用していることにより,学習会の後半に行われたグル
-プワークの成果を書画カメラによって発表することによって,遠隔会場間で活発な意見交換を行 うこ
とができた○
2-2.第2回 ｢FD.SD学習会｣
2010年7月21日,名古屋大学の伊藤喬治氏を迎えて,｢海外の幼児教育紹介-ノルウェーの幼
稚園における教室環境の利用に学ぶ-｣と題した教職員向けのFD.SD学習会を開催したo講師は信
州大学教育学部におり,上田女子短期大学および信州大学教育学部附属幼稚園から遠隔参加したo
平日夕方に開催し,また,附属学校園においても遠隔参加できる環境を整えることにより,現職の幼
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2-3.遠隔保育実習参観
各附属幼稚園における教育実習の様子を学生および教員 (幼稚園,大学)が相互に参観し合い,保育
研究会を開催することを予定しているo
4.ノ今後の課題
テレビ会議システムを利用しての大学間連携を促進するために,今後の課題としては,①回線の安定
化による確実な接続,②だれでも利用できるマニュアル作成,③活用事例の蓄積による効果の検証,等
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4)第 1回FD ･SD合同学習会の開催
取組報告書
担当部会 ･部門 :FD ･SD部会
取組担当者 :長田真紀
1.事業名
第1回FD .SD合同学習会
2.事業の目的
FD .SD活動について先駆的な取組を研究 .実践している講師を招聴し､講演およびワークシヨツ
プを開催し､授業内容および方法のさらなる改善に向けた研修を実施することで､現時点における両大
学のFD .SD活動の点検と､大学教育の質を高めるための今後の組織的な取組と個々q)教職員の意識
向上を図ることを目的とするo
3.事業の概要と成果-_
概要
実施日時 :平成 22年2月 18日 午後 1時～3時半
会場 :上田女子短期大学 (信州大学は､テレビ会議システムを利用した遠隔参加)
講師 :杉原真晃氏 (山形大学基盤教育院 .高等教育研究企画センター准教授)
テーマ :｢大学における良い授業とは-学生の理解力と授業満足度を高めるために- ｣
内容 :(∋山形大学における豊富な実践例を踏まえた講演 (｢感動のある授業｣｢協同的な学習活動｣｢苦
しさを超える達成感｣｢ケアが生む学生との信頼関係､学生の主体性｣｢構造のメタ琴知｣等について)
②ビデオ上映 (｢大学授業のNG集｣)③学生の ｢理解力｣と ｢授業満足度｣を向上させるための ｢5つ
の条件｣を考えるグループワーク④発表会⑤質疑応容
参加者数 :上田女子短期大学 14人､信州大学 14人
成果 ｢
講演やビデオ上映を通して､自らの教育活動を振 り返る機会となり､FD .SD活動の取組をより身近
で異体的なものとして捉えることができるようになったo■また､グループワークや活発な討論によって､
それぞれの教員の考え方や悩み､両大学のFD活動の取組を知ることができたoあわせて､各大学の教
育理念と学生像に則した､独自の魅力ある ｢よい授業｣の創出の必要性を十分認識することができたo
4.今後の課題
両大学ともに､今後の学習会により多くの教職員の参加を促す必要がある○それによって各大学が､
全学をあげて大学教育の質の向上に積極的に取組むきっかけになるからである.また､学生による授業
評価方法等の改善や､それを具体的に教員が教育活動にどう反映したかなど､成果についての報告会を
2ー6-
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(第1回 FD･SD合同学習会チラシ)
隻
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第1回FD･SD合同学習会アンケー ト結果
参加者 :24名 (上田女子短期大学14人､信州大学14人)
回収数 :16枚
回収率 :57.1%
回答者の属性
上田女子短期大学 8人
【学習会に対する満足度】
男 11人
女 4人
不明 1人
教員 14人
【本学習会のよかった点はなんですか?】
･事例が具体的であって､イメージしやすかった｡
･ワークショップが含められていた点｡
･グループワークがあったこと｡
･講師がよかった｡
･上田で実施された本学習会を教育学部で参加できたこと｡
･日常の身近なトピック (授業をどうするか?)についてざっくばらんに話し合うことができ
て良かったです｡それから上田女子短大の先生方との交流ができたことも良かったです｡今後､
テレビ会議システムが気軽に使える環境がますます整うことを期待しています｡
･ワークショップでは､先生方の話が聞けて面白かったです｡様々な目線から物事を考与ると
いうことはとても大切なことだと思います｡意見交換の場はとても'重要だと思いました｡
･フランクな議論が出来たと思う｡他の組織の考え方等が垣間見えた点に意義があると思う｡
･講義とグループワークがセットになっている点｡
･教員同士の考えのベースが近かったことがあらためて認識できたこと｡
･教育実践につながる意見交換がで~きた｡
･議題提示がとても明確であった｡
･複数の大学教員の方々のご意見を交流しながら伺うことができた｡学内にいながら､外部と
のコミュニケートができるシステムの良さを実感した｡
･杉原先生の平易な語り口で､FDのノウハウを学ぶことができました｡DVDの内容はとて
もユニークなもので､勉強になりました｡
･グループワークをとおして､授業の質 ･内容について振り返り､反省する機会となった.意
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兄を出し合う事で､同じような悩みを持っている事がわかった｡
･自分の授業をふり返るよい機会になった｡
･他の教員と教育方法について話し合う機会はこれまであまりなかったので､お互いの考えを
知り､関係が深まった気がする｡
【本学習会の改善すべき点､あるいは今後､期待･要望される研修はどのようなものですか?】
･遠隔会議システムにおいて､画面のPoorqualityは全く気にならない一方､音のPoorquality
はきわめてaudiennceを疲れさせることにびっくりしました0
･生徒の立場 ･目線から ｢こんな先生､こんな授業がいい｣といったvTR､アンケートなど
をまとめて発表したら面白いかなと思いました｡
･教わる側のコメントも聴することができればよいのでは
･グル-プワークの時間がもう少し長いとありがたいo
･教員だけではなく､職員の参加があればFD･SDの学習会としてもよりよいものになるだ
ろうと思いました｡
･学生の参加を工夫しても良いのでは｡
･もっとたくさんの教職員に参加していただけるよう､広報活動を充実させていくべき｡
･グループワークの時間をもう少し長く頂ければ良かった｡
･特に改善すべき点はありません｡このような会をくり返し行うこともいいと思います｡
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5)第1回学生フォーラムの開催
取組報告書
担当部会 ･部門 :FDISD部会
取組担当者 :小野 智明
1.事業名
第1回学生フォーラム
2.事業の目的
FD .SD部会が中心となり､両大学の学生によるフォーラムを共同で開催するo保育者養成校と小学
校教員の養成課程における実習及びカリキュラムのあり方について学生同士が討論を行ない､相互理解
を深めるとともに､教育観や子ども観の違いについて確認し､専門職としての自覚を深める○
3.事業の概要と成果
【事業の概要】
H22.2.2 13:00-15:00 学生フォーラム打ち合わせを実施した○
H22.3.9 12:45-16:30 第1回学生フォーラムを開催したo
1.会 場 高砂殿
2.参加者 学生48人､教職員26人
3.概 要 第1部 聞いて !私たちの実習 (参加各校の学生のプレゼンテーション)
第2部 ワークショップ 理想の実習を提案しよう(グループに分かれて理想の実習につ
いてまとめ､発表する)
【効果】
学生が主体となって､｢実習｣というテーマで語りあうこの体験は専門職としての視野を広げ､チーム
アプローチを体感する契機ともなるものであったo
学生からの反応としても趣旨とたがわず､｢他校の実習は方法や手段が異なるが､対象となる子どもや
地域住民のQOLを高め､地域での生活を支えていくという目的は合致するものであった｣という意見
が多く寄せられたことから､その評価としても高いものであったと判断できるoまた､フォーラム時の
アイスブレイクなど､教員が持つスキルを共有する機会としても有効であった○さらに､信州大学､上
田女子短期大学の担当教員が本事業実施に向けて､意見交換を重ねることによって､教員同士のゆるや
かなネットワークが図られたo
4.今後の課題
今後の課題として､これからも各教員が有するスキルを交換できるような機会を設けることや､教員の
みならず､事務職員の交流を図ること､さらには地域貢献として教員が有するスキルや知識など､リカ
レント教育の機会を設け､地域貢献に役立てることなどがあげられるo
このような課題を踏まえ､さらなる教員同士のネットワークを深め､またそのネットワークが地域に広
がつていくような事業の展開を図ることが必要であるo具体的には､卒業生の需要サイ ド (幼稚園､保
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(信州大学学生のプレゼンテーション資料)
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信大の教育実習 l I私の教育実習
私の教育実習 l ー私の教育実習
実習の1週の目標 ll●子とも達禁 ラスの全員雪誤 る⇒子どもの話しに全力で耳を傾け ET キー-'∈㌻ ｢ P･t.L;7..7a .u-.=itJ.lTi,三三;Jr.
l.初授業を乗り切る 1 -■i
■■■ 'LFL ■L一■
私の教育実劃 私の教育実習
■-
【.r _=二一三IF ｢こYを教える｣というよりは､
･.- . .-
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∫私の教育実習 l ■私の教育実酎
十 .iim Tl 6人に1人が解らない授業だった
･､.i.輩 雲 ｢楽しい数遊び｣だつたが､算数の授業｣になっていなかったt
I 願いが本当に反映できるよう
一ヽ 内容設定を行う
私の教育実習 私の教育実習 l
LL--:f1I,人'L一一J ｢先生のお勉強はいつつも楽しいけど､これってお勉強になるのかな?｣
l - ■■■
弓ー - ■-
私の教育実習 I｢楽しさ｣が I私の教育実副実習最終週の目標 - -
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(長野大学学生のプレゼンテーション資料)
社会福祉援助技術
前期テーマ:施設の入所児童を理解し､コミュニケーションを深める中で個別的. 現場実習について(か
集団的援助について学ぶ ･ 社会福祉士の受験資格を得るための
後期テーマ:施設のソ｢シャルワークの もので､ソー シャルワークの実習
理解を深めるために､施設機能を理解す ･ 目的
る ①知識と技術を現場で実践的に理解する
長野大学 社会福祉学部 4年 ②職業倫理.価値観を学び､援助者としての自覚を学ぶ
岩木 麻実社会福祉援助技術 社会福祉援助技術
現場実習について② 現場実習について③
･ 実習時間 ◎後期実習(2009年2月9日～2月20日)
前期.後期合わせ180時間以上かつ4週間以上 達成毘題
◎前期実習(2008年8月20日～8月31日) ･家庭支援について学ぶ
量産課題 ･関係機関との連携について学ぶ
･児童の個性を理解した上で､円滑なコミュニケ-
シヨンを図る
個 別的援助､集団的援助について児童との関わり
を通して学ぶAくん(4歳0ケ月.男児)の診断 Aくんの入所背景･母親からの虐待相談により児童相談所で一時保
護(2週間)の上､入所(3歳8ケ月)
･ADHDの診断がなされている ･両親共働きで､家庭において母親が祖父母の自′
宅介護(ホームヘルパー等のサービス利用なし)
･てんかん発作かあり､現在検査.服薬中(1日1回) ･.母親は､介護ストレスとともに多動で思い通りにならないAくんへの育児にイライラが募り､Aくんを叩いたり蹴ったりしてしまう
･このまま家庭での養育を継続すると､再度Aくんに
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Aくんとのコミュニケーションについて
･言葉での理解が低いため､絵を見せたり､実物を
示すことで対応する
･OT(作業療法士.月2回)では､母親を交えて日的
のある遊び､ルールの指導をし､記録している
･ST(言語療法士.2ケ月に1回)では､Aくんは2歳程
度の言語発達のため言語指導を行っている
これらのことからAくんとの関わり(声掛け)の
際は､実物を見せながらゆっくりはっきり話すこと
Aくんの行動の様子及び関わり②
(様子)
他の幼児に対して攻撃的な言動が見られる｡(遊ん
でいる時に｢てめえ｣と大声を出したり叩いたりす
る)
(関わり)
Aくんと2人きりの落ち着ける環境を作り､｢Aくんも
叩かれたら痛いよね?｣と視線を合わせた状態で
声掛けする
画 Aくんの生育暦から叩かれたりしたため､攻撃
家庭支援の重要性
･ 担当保育士がOT訓練などに母親と同席したり､Aくん
の保育ノー トを交換したりと､連絡をこまめにとって信
頼関係を形成している
･ Aくんの母親は児童相紋所のペアレント.トレー ニング
に参加している
･ 施設､児童相談所､病院の担当者会議で随時情報を
共有している
二 重…誉 琵 喜 琵
Aくんの行動の様子及び関わり①
(様子)
Aくんは集団の中で興奮しやすい.他児に敏感に反
応し､常に走り回ったリ､大声を出したり.していた○
(関わり)
集団の中では興奮するにで､落ち着かせるために2
人だけの場面を作り､Aくんの頭を撫でながら膝枕
をした
広中ADHDの子に対しては､刺激の少ない環境を
設定し､個別的な対応が必要なのではないだろう
Aくんの行動の様子及び関わり③
(様子)
Aくんを含めて実習中関わった子どもの多くは｢お母さんに
会いたい｣という想いを口にしており､職員がその想いを
理解して､一対一の関わりを多くしている
(関わり)
Aくんの想いを受け入れながら､本人のやりたいことを聞き
出し､それに沿った遊びを行う
申 想いを受け入れるためにも.一対一の関わりや集団
の中での個別的な関わりが必要だが､職員不足からそ
れができない現状にあり､そのことから施設の職員基準
-38-
(長野看護専門学校学生のプレゼンテーション資料)
ア-マ ｢基礎看護学実習を通して患者さんから学んだこと｣
長野看護専門学校 第 1看護学科 1年生 中村汐梨 今井夕貴
Ⅰ.基礎看護学実習の概要
1.基礎看護学実習 Ⅰ- 1
(1)実習目的 :病院で療養する患者の療養環境を知り､コミュニケーション技術を学ぶ｡
(2)実習時期･期間 :7月 3日間
(3)実習内容 :病棟の指導者(看蔑師)に会話できる患者さんを選んでいただき､患者さんの承諾
を得てベッドサイ ドで会話する｡
シーツ交換を病棟の指導者と一緒に行う｡
(4)実習前の準備 :学校の実習室において､友達同士で水銀血圧計を使い血圧測定の練習をした
り､実習室のベッドでシーツ交換を練習したりして実習に臨んだ｡
2.基礎看護学実習 Ⅰ-2
(1)実習目的 :患者に適した日常生活援助を理解する｡
(2)実習時期 ･期間 :12月 5日間
(3)実習内容 :病棟の指導者と一緒に患者さんの日常生活援助を行う｡
日常生活援助を実施し､なぜその方法で行うのかを考えることを通して患者さんのニー ド
を知る｡
(4)実習前の準備 :学校の実習室において､清拭 ･足浴 ･洗髪 ･寝衣交換 ･シーツ交換 ･バイタ
ルサインの測定など､さまざまな看護技術をトレーニングして実習に臨んだ｡
3ー9-
(ワークショップの進め方のPPT資料)
ワークショップの進め方 このワークシ∃tiプは何をするのか
- 一 心実習中に困ったこと.大変だったこと
B実習で得たものとは
～活発な話し合いのために～ 十十 などを自分自身の体族を交えて自由に話す ギガ-,I:Si1i Llと:
遷話し合いのル-ル -.且 6-管:享瀞(例'実りある実習にするための私達の考退く )こんな実習はいやだ自分たちにとつて実習とは..-テーマについての意見を
(これは守ろう!) ポストイットに書き出す(質より量)
各なるべく多くの意見をだそう 例(こんなときボランティアは囲っている)
各人の意見に対して批判は控えよう
沓どんな意見でもoK(夢を語ろう)や他のメンバ-の意見からひらめいたアイデアもど王 : ,;んどん話そういようにしよう)る)内容が似ている力-ドを分類する グループに見出しをつける
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(学生フォーラムポスター)
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第 1回学生フォーラムアンケー ト結果
参加者 :68人 (学生48人､教員20人)
回収数 :52枚
回収率 :76.4%
回答者の属性
上田女子短期大学 10人
信州大学 13人
文化女子大学付属長野専門学校 11人
長野大学 10人
【第1部 ｢聞いて !私たちの実習｣の満足度】
あまり満足 不明
男 20人
女 32人
早生 1年 7人
2年 22人
3年 10人
4年 6人
教員 7人
◆あまり満足していない理由
･説明時間が少し短いようにも感じた｡もう少し動きがあれば緊張がとけたかな｡
･ちょっと良く分からなかった｡
◆少し満足している理由
･いろいろな職種の人たちの意見を聞けて楽しかったし､同じところや違うところを知れたから｡
･色んな学校の方の話しをきいて､目指しているものは違っても人と接することは共通していく
ことなので参加して良かったと思います｡
t各校の代表者がそれぞれの実習で大切だと思うことを言ってくれていたので良かった｡
･様々な視点からの意見が得られ参加して良かった｡
･時間が短かったです｡
･自分の学校の実習しか知らないので､いろんな実習のカタチを知れて良かった｡
･自分の体験などを聞くことができて良かったO
･自分の学んでいる事以外の実習について知ることが出来た｡
･他職種の学生と交流することが出来て良かった｡色々な体験談を開けて良かった｡
･他の分野での実習の様子が分かり良かった｡
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･違った学校の実習の様子がわかり､勉強になりました｡
･手遊びや､エプロンシアターを見ることができて､参考になった｡
･保育園､幼稚園以外にも専門的なことについてが知れてよかったです｡
･他にも実習をしている学校などがあるので､できるだけ多くの人たちの話をききたかった｡
･他の学校の人と話せてよかった !≡
･他の学校の様子や､やっている内容がわかりました｡
･みなさんプレゼン頑張ってやっていましたが､もう少し内容の濃いものを発表しても良いのか
なと思いました｡
･もう少し､発表者の個人的な実習内容を聞いてみたかったです｡その大学のカリキュラムやシ
ステムの説明だけでなく｡
･わかりやすい説明でした｡
◆大変満足している理由
･相手が幼児､看護､養護施設の子など自分とは違う実習の人の話しを聞け､すごくためになっ
た｡
･色々な学校のお話を聞けてよかったから｡
･いろいろな実習について知ることで､次のディスカッションでその人の実習の背景の予習にな
った｡質疑の時間があっても良かったと思う｡
･同じ保育方面でも違ったことや手あそぴを知れて良かったです｡また､小学校や児童福祉施設
での長い中での内容を知ることができて良かったと思います｡自分の知らない世界を見られて良
かったです｡
･各学校の実習における内容が理解を深めることができた｡
･学生が積極的に参加していた｡
･学校での実習以外の経験を聞くことができたので｡
･結果的にすごい楽しかったから｡みんな頑張ってるな-つて思いました｡自分も負けずに頑張
ります !!
･最初は嫌だったけど､来て楽しかった｡色々な学校の人達の意見が聞けた｡
･様々な学校の発表を聞いて､大変なのは自分たちだけではない､みんな大変で苦労して実習を
しているんだと感じることができたからです｡
･様々な現場における実習を経験している学生が集まり意見交換を主体的に行う企画だったと思
う｡共通点の発見や､共感する部分があり､とても良い経験､貴重な体験となりました｡
･様々な方面からの意見がきけたから｡
･実習といっても保育や看護だったりと内容が違うことはわかっていたけれどその内容を知るこ
とができた｡
･実習に関する困難なことなど､共有できてよかった｡
･実習場所や内容に違いはあるけれど､学びや気持に共有することができ､いろいろな実習を知
ることができて良かった｡
･それぞれの学校の特徴がプレゼンによくあらわれていた｡
･それぞれの学校の持ち味が出て､参考になる点が多かった｡
･それぞれの実習がわかり､みんな頑張っているということがわかったから｡
･他大学の人達の実習を知れ､よい経験ができた｡
･他の学校での実習について知るいい機会になったから｡
･他の分野の実習を知ることが出来た｡この経験をどう生かすかが問題になると思った｡
･他分野の実習も聞くことができ､勉強になりました｡
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･広い視野を持ち ｢実習｣というものを考えられたから｡
･利用者さん､子供たちとの関わりがくわしくわかったのでよかった !
【第2部 ｢理想の実習を提案しよう｣の満足度】
◆参考になった理由
･意見交換ができたので､とてもよかった｡知らなかったことがたくさん知ることができた｡
･いろいろな意見が開けてよかった｡
･色々な意見がでてきて､とても参考になりました｡グループでもたくさん進んで話しができて
楽しかったです｡
･いろいろな実習内容が知れて良かった｡とにかく､楽しくできたからよかった｡
･色々な自分と違った分野の人たちの意見を聞けて刺激を受けました0
･色々な職種について知ることができた ! !
･いろんな実習の話しが聞けてよかったです｡
･いろんな話がきけて良かったです｡
･いろんな話を聞けて良かった｡
･学校でもよくグル-プワークにてこのようなワークショップをやっているのですが､教師や保
育士を目指す学生とすることができて貴重な体験だった｡
･様々な意見を聞くことができた｡
･様々な悩みがみれておもしろかった｡
･実習に関して以外に､他分野で初めて会う人と話をすること自体が良いことだと思った｡ただ､
グループごと優劣をつけるのは司会者としては良くもあり悪くもあると-感じた｡
･知らない人とのグループワークだったけど､意見交換や実習の様子についての話しができて､
共感でき参考になりました｡
･たくさんの意見を聞くことができて､とても楽しかったです｡
･たくさん話し合えたから｡
･たのしくまとめられよかった !
･直接人と関わる職種というのは同じなので､共通する部分を見出せて良かったです｡
･他の人の意見を聞き､個人による考えの違いが現場で個性として出るのではないかと感じた｡
･他の人の意見を開けてよかった｡
･皆､様々な気持ちをもって実習しているということが分かった｡
･みんなが感じていることを聞けたり､同じ気持ちが共有できたと思います｡
･みんなの意見を聞けてよかったです｡
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◆大変参考になった理由
･色々な専門職の方々とお話しする機会になり､貴重なお話が聴けたり､悩みを共有したりと､
とてもためになりました｡
･いろんな人の意見を聞けたことで､とても勉強になりました｡グル-プ分けありがとうござい
ました｡
･多くの人がいる中､話ができるのかとても不安でしたが､話す中でたくさん共感できる部分が
でてきて､自然と会話がはずんで良かったです｡また色々なワークショップのまとめ方をみるこ
ともできて良かったです｡
･学生の実習に対する考えを知ることができた｡
･グループ内に子どもを持つ方がおり､保護者としての意見を聞けたことが良かった｡
･校種を越えて語り合う姿とても良かった｡お互い大変良い刺激になったと感じた｡
･最初はなかなか意見がでなかったけれど､一人一人の考えを少しずつだけど聞けてよかったか
ら｡
･様々な観点から､本音で話せたと思う｡KJ法に関する説明がもう少しあった方が良かったと
思う｡
･様々な人と考えを共有することが出来たから!｢実習｣を本気で考えられたから｡
･時間がたって忘れていた実習について思い出して考えることができて良かった｡
･実習生であり､保護者である方の話を聞け違う観点から物事を考えられた｡
･実習生のもつ悩み､困ったことの共通点が解かった｡違う学校の学生と交流でき楽しく過ごす
ことができた｡
･実習でのつらかったことや､こうして欲しいといったお互い経験したことを共有することが出
来たから｡
･自分が実習を通して､疑問に思っていることなどを､他の大学の人たちから色々な見方でアド
バイスをもらえたのでよかった｡
･自分の実体験でなく､看護や小 ･中学生を相手にする人たちの話がきけてよかった｡
･それぞれの困ったことや失敗談などを話していく中で､一人では考えつかない解決方法などが
出て､とても参考になりました｡
･大変なのは自分達だけではないということを知ることができた｡
･他学校の人達の考え､経験が聞けて良かった｡
･人と関わるいろいろな方法をもらえた｡
･人との関わりの中で､人を育てたり､援助したりすることの難しさを理解したり共感し合い､
更に考え方の転換や解決策を考えることで､与えられた実習でなく学びゆく実習になると思っ
た｡全ての関わりが学びであり､学ぼうとする姿勢を保っていくことで､よりよい実習が実現で
きると思いました｡
･他の学校の人とたくさん意見交換ができました｡
･他の実習でも､自分と同じ事を思っていたり､それぞれの思いを知ることができてよかったと
思う｡
･他の人の意見を聞いて､お互いのことを少しでもきけたのでよかったから｡
･有意義な提案が多かった｡
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【今後よりよい実習にするためにはどのようなことが必要だと思いますか?自分自身のことや
教員や学校に対する期待について自由にお書きください｡】
･準備等､大変お疲れさまでした｡とても有意義な企画であったと思います｡
･自分の技術を磨くこともそうですが､人の意見をたくさん聞くということも多くのことを学べ
る機会になりました｡
･みんながいると思えば頑張れる!!そのときそのときを一生懸命にやりたいです｡もう少し長
い時間できたらなと思いました｡
･実習生と先生の円滑なコミュニケーション｡
･1対1に近い立ち位置で色々と話し合う｡色々な面でもっと ｢時間｣が欲しい｡
･様々な人と関わることが大切 ! ≡
･討論で自分がわかったことを今後の実習に生かしていきたいと思います｡
･もっと学生同士の情報の共有や悩みを相談し合える環境があればいいと思います｡
･実習の前に､分野の体験をする機会がもっとあれば良い｡
･色々なことに積極的に取り組む ! !
･実習を行う前に自ら情報収集を行える力を培うことも大切です｡また､それを行える十分な時
間も必要です｡
･実習先の職員の方々と事前に話し合うことができる時間を今よりも多くとることができればス
ムーズに実習に入れるのではないかと思いました｡
･このことを忘れずに先生がんばりたいと思います｡
･他の学校の実習のやり方や､内容が少々ですが違うことを見つけることができました｡
･実習の力ってすごいなって思いました｡
･いろいろな人の意見を聞いたり､たくさん経験をする｡
IlElがまえが大切だと思います｡辛いこともいっぱいあるけれど､その分得るものが多いので環
境をととのえてほしいです｡
･日誌や指導案の書き方をもう少し統一されたらいい｡
･職員と実習生とのコミュニケ-ション｡相手の立場に立って考え､行動することが大切 !自分
のやりたいことを明確にして､自信を持って取り組むことが大切 !今日のようにフォーラムを沢
山開催して､お互いの意見交換をする!!
･気持ちの持ち方が大切だと思う｡
･自分自身のやる気｡
･お互いに意見を交換できる場が必要だと感じた｡
･今回のフォ-ラムを今後の指導に生かしたい｡
･もっとより上を目指すには､勉強不足だなとこの会を通じて思ったので､頑張って専門性を高
めていけるようにしたいと思いました｡参加できてすごく良かったです !I
･気持ちを強く持って臨むことが大切だと思う｡
･実習をしてきて､実習生が困ったこと等を含め､今以上に実習しやすい環境を整えて頂きたい
です｡
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6)卒業生を対象としたワークショップの開催
取組報告書
担当部会 ･部門 :FD ･SD部会
取組担当者 :浜野 兼-
1.事業名
卒業生を対象としたワークショップ
2.事業の早的_
本ワークショップは､戦略GP事業の一環として､卒業後1-2年目の現職保育者.教員が大学時に
学んできたカリキュラムが現場の実践においてどのように活かされ､またどのような課題があるのか､
についての意見交換を行なうことを通して､現状における養成機関の課題を析出 .把握することを期待
するものであるo
第1部 :平成22年6月27日 (日)に実施のホームカミングデーと同時進行で行なうo
会場の一角に､ワークショップ用のスペースを設け､模造紙を貼り付けておくo参加者全員に､
就職してからの ｢喜｣｢怒｣｢哀｣｢楽｣｢悩｣について､紙に書いてもらい模造紙に貼り付けて
いき､現在の悩みを共有する○出来上がったプロダクトをもとに､教員が解説を加えつつ､就
職に伴って直面する困難な出来事や､その対処法等を簡単に伝えるo
第2部 :ホームカミングデーの参加者の中から､10名の卒業生に残ってもらうo別室-移動し､幼児
教育学科の教員によるインタビュー形式の質問に回答してもらう○インタビュー同席者は､短
大の教員3名及び信大の教員2名o
ワークショップ全体としては､ホームカミングデーと同時開催ということもあり､参加しやすい環境
のもとでプログラムを進行することができたo
第 1部では､ホームカミングデー参加の卒業生全員及び幼児教育学科全教員により､現状における参
加者の率直なコメントが多数寄せられたo書かれたものを模造紙に貼り付けたことで､各項目の構成や
傾向がわかりやすく示されたoまた､第2部では､卒業生が今感じている ｢現場からの声｣に対して積
極的な意見交換が行なわれた○
4.今後q)課題
今後に向けては､養成機関が直面している課題の的確な析出 .把握を行なうため､ワークショップに
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→ 莞il-
7)子育て支援事業への共同参加
取組報告書
担当部会 ･部門 :地域連携部会
取組担当者 :市東 賢二
1.事業名
子 育て支援事業-の共同参 加
2.事業の目的
地域の子育て支援の現場を見学 .参加することを通じて､地域における子育て支援の実情および課題
を理解するとともに､地域固有の子育て支援のニーズを現場の声として把握するo
3.事業の概要と成果
【概要】
平成22年7月4日上田市で開催されたわくわくファミリー フェスタに参加
(主催 :上田市子育て家庭応援事業実行委員会､事務局 :上田市子育て .子育ち支援課)
1.会場 ひとまちげんき.健康プラザうえだ
2.参加者 上田女子短期大学 :学生40人､教員 5人
信州大学 :学生6人､教員2人
3.実施企画 ●短大生の広場
<午前の部> (10:00-12:00)
ボール投げで遊ぼう.野菜スタンプでカレンダーづくり.新聞紙を使って遊ぼう
<午後の部> (12:00-15:00)
実験 !風船で電気くらげを泳がせよう.わりばし鉄砲をつくろう.ふんわりダーツ
･空気銃で射的をしよう
●アー トバルーン.伝承遊び .お話ひろば (10:00-15:Op)
●パネルシアター (第 1回11:00.- .第2回13:00-)
【成果】
両大学の学生が､各担当のコーナーに分かれ､当日訪れた多くの子どもたちの前で日頃習得した知識
や技能を実演o習得度の確認とともに､今後のそれぞれの課題を抽出することが出来たo
一方で､保護者との触れ合いは､子育て現場の生の声を知る良い機会となったo
また､日頃は接する機会の少ない年代の子_どもたちとの触れ合いは､両大学の学生同士の相互理解の
場ともなったo
4.今後の課題
また-｣抽出された地域固有の課題及び両大学の学生同士の相互理解に基づく共有意識を､今後の教
材 .カリキュラム開発に活かし､共同の教育プログラムの構築につなげていくことが必要であろうo
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わくわくファミリー フェスタアンケ-.ト結果≪一般来場者用≫
回収数 :27枚
【来場した子供の年齢分布 (回答者中)】 【イベント毎の参加者数 (回答者中･複数回答可)】
7人 7人 25人
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
〆 L,:I-i-i:vl 1,+f': I,<t; ･-･=-I:,了 -'･:''LtL:1/
【学生が関わったイベントに対する来場者の感想 (人数)】
伝承遊びのコーナーについて
お話ひろばのコーナーについて
パネルシアターについて
アートパル-ンについて
短大生の広場について
今日の会場について
今日のファミリー フェスタ全体の企画について
l f ー l l ー l l f_,-_三二転過
】 l l l l l l I
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l l l l l l l l
L l l l l L t l
ll l l l l l l l
拝弼帯済帝榊 韓彊単級 槻 拷聯 韓
I l l t L l
蔓責苦m -._;=-;_-
I ! l I ー
広場につい ルーンにつ タ一につい のコー ナー のコ-ナ-
臼とてもよい 17 14 1~2 5 3 2 1
E3よい 7 6 12 9 2 5 5
E3普通 3ー 3-. 3 1 0~ 1 2
EJあまりよくない 0 0-_0 0 0 1 0
E3よくない 0 0■ 0 0 0 0 0
□わからない.未参加.不明 0 4 0 12 22 18 19
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【イベント全体に対しての来場者の満足度 (10点満点中)】
7人 7人
l n
l ･■ ｢
1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 不明
【今日の企画の中で良かったと思う企画はどれでしょうか｡どこがよかったか具体的に教えてく
ださい｡】
･短大生が積極的で良かった｡
･よみきかせ｡にぎやかが苦手な子なので入り込めた｡
･カレー ｡おいしかったし､おかげ様でゆっくり遊べました｡ごちそうさまでした｡
･ボール投げ｡短大生のお姉さんが優しく見守ってくれていた｡子どもが夢中でアンパンマンの
ほっぺや口にボールを投げて楽しそうだった｡
･親子体操｡
･アー トパル-ン.短大生の広場｡
･絵本を読んでくれる場所があってよかった｡
･広場の開放｡いろんな種類のイベント｡
･アー トバルーン｡親子体操｡
･親子体操｡普段パパがこういう場で参加して子どもと一緒に身体を動かすごとは少ないので,親
子共に楽しめて､子どもにとって大切な運動も知れ良かった｡
･親子体操｡子供と思いきりふれ合えてよかった｡
･人工イクラ作りは親も楽しめて良かった｡
【来年度以降､この企画をよりよいものとするためには､どのような点を改善すればよいと思い
ますか｡】
･人気の高いバルーンは時間を区切らずにやってください!
･アー トバルーン作り､抱っこしてはムリなので作っておいてプレゼントという形もほしい｡
･タイムスケジュールを大きくはり出してほしい｡
･もっともっと学生が積極的に子供とかかわる方がいいと思う｡不慣れでしょうがないのは親も
わかっているので､もっと声がけをしたり､とにかくもっと積極的な方がいいと思う｡学生が集
まっていてもしょうがない｡
･にじいろ広場の中でのコーナー (フリスビー )はやめた方がいい｡小さい子が遊べない｡
･短大生の態度が悪すぎ｡ (にじいろ広場)｡アンケー トを出しに行ったら ｢さあ･･･どうするん
でしょう｣といった感じ｡とても不愉快でした｡
･混雑解消｡
･絵本を読んでくれる場所があってよかった｡
･大学生の方の参加は素晴らしいですが､もう少しアピールと明るさが必要ですね｡
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･毎年参加しているのですが､毎回親のマナーが気になることがあります｡トイレの使い方や､
使い終えたおもちゃ､お友達との関わり日｡遊びの広場が広くなった分､親がしっかり見ていな
いとと思うのですが｡親へのお願いや指導も必要だと思います｡
･カレー 配布は ｢きっと混んでいて食べられないのでは?｣と思ってしまったが､引換券がある
なんて知らなかった｡チラシに引換券を付けておいてくれれば良かったのに-｡
【上田女子短期大学と信州大学教育学部は､両大学で提携し､地域の子育て支援に貢献できる人
材育成のプログラムを開発しています｡現在の子育てをより充実したものとするためには､保育
の現場にどのような人材(保育者等)が必要だとお考えでしょうか｡ご意見をお聞かせください｡･】
･発達において考慮が必要な子たちへの支援的なスキル｡
･ボールプールの短大生､午前中の3人はとってもよく子供と遊んでくれていた｡昼頃の学生は
学生同士のおしゃべりばかりでプールの中にすわりこんでいていていまいちだった｡どっちかと
言うとじゃまでした｡カレンダ-作り､フリスビ-作りの学生も親切で良かった｡すわりこみで
はだめだと思うのでもっとお尻を軽く動けるような保育士がいい｡そういう学生は本当に子供が
好きか､保育士になりたいのか疑問に思う｡
･昔からの保育を押し付けず､今時の考えにも共感してくれる人｡
･積極的に子供に近づいて来れる人｡母親の悩み等を親身に聞ける人0
･今の親は､子供のことに一生懸命だとしてもまだまだ未熟な大人が多いと思います (もちろん､
私を含めて)｡だから､親子そろって学べるように親への指導的なことも大切だと思います｡一
生懸命になりすぎるからこそ見えてないこと､気付かないことを教えてほしいです｡
･子供の質問に ｢答える｣のではなく ｢応える｣保育者になってほしいと思います｡､
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わくわくファミリー フェスタアンケー ト結果≪学生 ･教職員用≫
回収数 :46枚
回答者の属性
上田女子短期大学生 39人
信州大学生 (院生を含む) 5人
上田女子短期大学教員 1人
【自分が関わったイベント (回答者中･複数回答可)】
31人
6人 7人
0人
9人 9人
♂ ♂ 革 ,1I,yt=JN
/ /J が
【自分が関わったイベントについての感想 (人数)】
お話ひろばのコーナーについて
伝承遊びのコーナーについて
アートバルーンについて
パネルシアターについて
短大生の広場について
今日の会場について
今日のファミリー フェスタ全体の企画に･
-.∴.-.∴
-.:右′-
今日のファミリー エ 今日の会場について 短大生の パネルシア アートバ ,伝承遊び お話ひろぱ
スタ全体の 広場につ タ一につい ルーンにつ の3-+- のコー ナー
FTとてもよい 31 26 18 17 14 6 5-
日よい 15 12 18 9 7 ll 6
EI普通 0 2 1 0 1 0 2
■あまりよくない 0 0 0 0 0 1 1
Elよくない 0 0 0 0 0 0 0
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【今日のわくわくファミリー フェスタを子供や保護者の視点からみた場合の満足度
は何点くらいだと思いますか く10点満点中)】
15人
l l ■ l
1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 不明
【今日の企画の中でもっともよかった企画を1つ挙げるとすればどれだと思いますか｡どこがよ
かったと思うか､具体的に教えてください｡】
･短大広場にずっといたので他の方はあまり回ることができませんでしたが､親子の様子を見て
みると楽しく遊んでいる場面が多く､他の企画なども良かったのではないかと思います｡
･アートバルーンで､多くの人が目につくところで活動しており､参加しやすい雰囲気だったこ
とや､簡単に作れる手軽さが良いと思いました｡
･アートバルーンを子供が自分で作れるように一緒に作っているのが良かったと思います｡様々
なことに興味を持てるかなかなあと思いました｡
･参加した数が少ないのでわからない事も多いのですが､わりばLでつぼうが良かったと思いま
す｡
･アートバルーンがアンパンマンとかいろいろあって楽しめたと思う｡
･アートバルーンだと思う｡子どもがうれしそうだったから｡
･わりばLでつぼう｡
t割りばし鉄砲がよかった｡
･アートバルーン｡作った物がのこる｡
･アートバルーン｡子どもたちがとても楽しそうに学生からもらっていたのを見てO
･パネルシアター｡親子コンサート｡
･短大生の広場のおままごとセット｡いろんなオモチャがあって､たくさんの年齢の子がたのし
めるから｡
･短大生の広場｡とても広々としたスペースで親子で遊ぶ際も伸び伸び遊べていたと思う｡自分
で遊ぶだけではなく､複数のコーナーがあったのもよかった｡
･アートバルーン以外の企画を見ていないので､わからないのですが､アートバルーンは子ども
たちが嬉しそうでアンパンマンを一緒に作ることで参加型の企画になれてよかったと思います｡
･参加した企画しかわからないので､よくわかりません｡ごめんなさい｡
･アンパンマンのア- トバルーン｡保護者の方も子ども達もとても楽しんでいるように見えまし
た｡子どもも自分で作れたのが良かったと思います｡
･短大生の広場はとても良かったと思います｡遊ぶ場所が様々な場所にあって､子どもが遊びほ
うだいだと思いました｡
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･親子コンサート｡パネルシアター｡
･パネルシアター｡凄く面白かったです｡
･親子コンサート｡
･パネルシアターしか見ていないので､パネルシアターはとても良かったです｡
･工作のコーナー｡
･パネルシアター｡とても見ていて楽しく､参加もできて良かった｡
･親子コンサート｡みなさんが楽しんでいたのでよかったです｡
･短大生の広場｡一緒に体を動かしたり歌ったりと参加型の活動が良かった｡
リ〈ネルシアターはとてもおもしろくて､参考にしたいことがたくさんありました｡
･パネルシアターでは絵が工夫してあってよかったなと思いました｡
･野菜スタンプ｡子どもと一緒に楽しめ季節感を感じられる｡
･野菜のスタンプがすごくにぎわっていたのと､ア-トパル-ンのアンパンマンをしている子が
多かった｡
【来年度以降､この企画をよりよいものとするためには､どのような点を改善すればよいと思い
ますか｡】
･水分補給のできるスペースなどがあればもっと良いと思います｡
･もう少し広い会場だとよいと思いました｡もしかしたらあったのかもしれませんが荷物置き場
があるといいのかなと思いました｡大きなバッグを抱えている方が多かったので｡
･伝承遊びの場所をもう少し分かりやすくしてほしい｡
･アートバルーンの会場をもう少し広くすることができれば良かったと思います｡人数が多く､
箱の場所やペンの場所が少しわかりにくかったのかも｡サインポストを使うのも手だと思いま
す｡
･`人員を増やす｡
･もう少し一つ一つの場所がわかりやすいように､看板みたいなものを増やした方が良い｡
･保護者と離れてしまい､泣いている子をよく目にしました｡危険な行動をしている子もいたの
で､保護者の方に子ども達から目を離さないようにしてもらうことも必要なのではないかと思い
ました｡
･それぞれのイベントのパーテーションをもう少し明確にした方が良い｡危険な子供 (ボールを
けったり､遊具を持ち歩く男児等)を見張る全体的な統括役がいた方が良い｡
･もっと色々な出し物を出す｡
･短大生広場について-･人員を1.5-2倍にしてもいいと思う｡コーナ-に来た子どもとだけ遊
ぶのではなく､積極的にこち-Gからかかわっても良いのではないか.
リマルーンのプレゼントの仕方について-アートバルーンをプレゼントする枠組みをもっとしっ
かり決めた方が良いと思う｡1人何個､どうすればもらえるのかがはっきりしていなかった｡
･15:00頃に来て､もう終わりですか?と聞かれることありました｡残念そうに帰っていく方が
何人かいたので､イベントの告知をより広くできたらもっと楽しめる人が増えると思います｡
･子供に対して､見ている大人がもう■少しきちんとついていた方が色々とスムーズになるのでは
ないかと思いました｡
･伝承遊びの折り紙をもっと増やしてほしいです｡折り紙の作り方はもっと簡単じゃないと子供
には難しいと思いました｡
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場所をわかりやすくする!入口に何時にどこで何をするのか大きく書いておく｡
親子コンサートの1部と2部で内容を変えたらよいと思います｡
【今日のわくわくファミリー フェスタ全体を通しての感想をお聞かせください｡】
･とても多くの人が参加しており､この様なフェスタが多くの人に広まっているのだなと思い驚
きました｡また母子だけでなくお父さんの姿も見られたことがとても印象に残っています｡
･普段かかわることが出来ない年齢の子供と一緒に折り紙を作れて楽しかったです｡どんな言葉
で教えると分かりやすいか､分かりにくいかがとても参考になりました｡折り紙のレパートリー
が増えました｡
･久しぶりに子供たちとかかわることができ､大変楽しかったです｡子供の気を引く声掛けや､
割りばLでつぼうの提示などが上手くいき､子供たちがノリノリで作ってくれたのが大変満足ポ
イントです｡ただ､親御さんは良かったのですが､子供だけで作るのは難しい点､作り方などを
置いておき､見るだけで作れる工夫があったらもっと良いものだったかなと思います｡
･様々な子供たちと多くふれ合えてよかったと思う｡親子が楽しんでいる様子を見れてうれしく
なった｡
･子供とたくさんふれ合えて楽しかった｡子供の元気の良さについて行くのが必死だった｡いろ
んな年齢の子とかかわれて良い経験になった｡
･思っていたよりも人が多かった｡初めてだったので後半に疲れが出てしまった｡同じ事の繰り
返しの中でどのように対応していけばよいのかの工夫がもう少し出来れば良かった ｡子供たち
が何回も来てくれたりもしたので､楽しんでもらえて良かった｡ただどうル-ルを決めてやるの
かも決めてなかったので､子供たちのやりたいようになってしまい､他に来た子がどうしたらい
いのかわからなくなっていた｡
･たくさんの親子が参加されており､子供たちの笑顔を沢山見ることができました｡こういう同
じ年代の子供たち同士が触れ合える場所はとても良いなと改めて感じました｡
･大変なにぎわいで全体としては成功だと思う｡ただし､イベント毎のメリハリがもう少し付け
ばなおよい｡行事をどこでどの時間にやっているのか看板などが明確になればなおよいであろ
う ｡
･色々な子とふれ合えて､とても勉強になりました｡親子皆が楽しめていたようなので良かった
です｡
･思っていた以上の親子が来ていて､とても楽しそうに参加していて驚きました｡親にとっても
役に立つ情報を得たり､話が出来たりと意味のあるイベントだったと思うし､子供も楽しめたと
思うのでとても良い企画だと思いました｡
･久しぶりに就学前の子供とたくさん関わることができて､とても楽しかったです｡子供の様子
だけでなく､保護者の方々の様子を見れたことが私にとってはすごくよかったなあと思っていま
す｡もっと色々な立場から物事を考えられるよう､もっともっと考え学ばなければいけない事が
多々あると感じました｡
･こんなにたくさんの子供と接する機会はほとんどないのでいい経験をさせてもらったなと思い
ます｡ただ､どこで何をやっているかなどの全体の把握ができないまま-か所のみを担当する形
になってしまったので､もう少し内容を知れたら良かったと思いました｡
･短大生の広場はとても広い場所で遊ぶ場所が多くてとても良かった0
･アートバルーンのアンパンマンがすごいと思いました｡
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･楽しかった｡もっといいものを来年つくりたい｡
･親子で参加できる点が良い｡お父さんお母さんも子供と一緒に楽しめてとても良い企画だと思
います｡みんなとても楽しそうでした｡
･子供たちとふれ合えて楽しめたし､子供と保護者の親子ふれあいの良い場になっていてとても
良かったと思う｡とても楽しかったです｡
･親子コンサートしか分かりませんが､みんな二コニコ楽しそうで幸せでした｡参加できて良か
ったです｡
･とても良い施設で､参加しやすく良い機会だなと思いました｡
･親子の関わりなどが見られて良かったです｡
･このようなイベントに参加することが初めてで､とても良い経験ができました｡子供たちとか
かわるだけでなく保護者とコミュニケーションを取ることができることが私にとって勉強にな
りました｡
･異年齢の子供たちとたくさん関われたことで､子供たち自身何ができるのかなどわかったので
色々学べた｡
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8)第2回FD･SD合同学習会の開催
取組報告書
担当部会 ･部門 :FD･SD部会
取組担当者 :山口 恒夫
1.事業名
第2回FD.SD合同学習会
2.事業の目的
戦略GPの課題 ｢乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム 『信州モデル』の
実現｣をより具体的かつ多角的に議論することを促すことを視野に入れ､発進的な取り組みに関する知
兄を得るための学習会を本事業で連携する上田女子短期大学及び信州大学の教職員を対象として開催
したo
-3.事業の概要と成果
第2回FD.SD合同学習会は､平成22年 7月21日 (水)に実施され､のべ50人が参加 したo
後述のとおり3つの会場をテレビ会議システムでつなぎ同時開催され､会場ごとの参加人数内訳は､上
田会場 14人､松本会場8人､長野会場 12人.内容としては､｢海外の幼児教育紹介-ノルウェーの
幼稚園における教室環境の利用に学ぶ一一｣とのテーマで名古屋大学大学院教育発達科学研究科院生の伊
藤喬治氏にご講演いただいたo教育学部西長野キャンパス管理棟第2会議室で行われた講演の様子は､
テレビ会議システムを通し､上田女子短期大学ならびに松本の教育学部附属幼稚園に同時中継されたO
講演にあたって伊藤氏にご用意いただいたスライ ドでは､ご本人が実際に足を運んだ際に撮影した現
地の幼稚園の教室の写真が数多く提示され､日本の幼稚園との違い等､分か_りやすく解説がなされたo
同時に､なぜそのようなかたちで教室環境が構築されているかについて､文化的.歴史的背景の説明や､
教育学的知見からの分析もあわせて加えられた○
伊藤氏の熱弁から得られた示唆は多岐にわたるが､そのひとつには､テーマにも掲げられていたノル
ウエーの幼稚園における教室環境の利用の巧みさがあげられるoすなわち､教室環境を構成する要素の
ひとつひとつ-建築癖造､色彩､質感等々一につき､細部にいたるまで意匠が凝らされていることoそ
のようにして取捨選択された各部が注意深く組み合わせられ､子どもたちが遊び､学び､食し､休む空
間が用意されていること､等々o具体的な例を書き添えるならば､天井に象牙色の布がたゆたう昼寝用
の部屋の写真は異空間を思わせ､斬新な試みを可能とする現地関係者の開かれた姿勢が感じられたo
興味深かつたのは､ノルウェーの幼児教育関係者が､日本の幼稚園に蓄積されている組織的取り組み
の豊かさと､現場で働く先生方の能力の高さについて､たびたび伊藤氏に語っているという事実である○
北欧の取り組みの先進性の検討を通し､本邦の教育の現状についての再検討 .再評価-の道筋が含意さ
れる講演となったO
講演に続いての質疑応答では､長野 .上田 .松本の三地点間で､講演内容についての大変活発な議論
が展開され､好評を得たQ
4.今後の課題
先進的な廃 り組みから学ぶことで新たな広がりを得た課題-の理解を､-どのように具体な成果に結び
つけて行くか､その方法論の検討が今後の課題のひとつとなろうo先進的事業が先進的である所以は､
身近かつ日常的な取り組みの後進性との差異にではなく､むしろあまりに慣れ親しんでいたがために注
意を払うことのなかった身の回りの事象を異化させる作用にこそ認められるべきであるように感じたo
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(第2回 FD･SD合同学習会PPT資料)
ノルウェーについて(か
海外の幼児教育紹介-ノルウェーの幼稚園における教室環境の利用に学ぶ-名古屋大学大学院教育発達科学研究科教育科学専攻技術教育 領域伊藤 喬治 蚤 R～:, 義
2.h7伽.｡ ⑳ノルウェーの保育/幼児教育 21-hO.○ ⑳ノルウI-の幼稚園
.義務教育は6歳からであり.それ以前の保育/幼児教育は義務教育では ■ -
ない. .-E]預かり等.保育内容としてはいわゆるr幼保一元化施設)的.
.施設保育はすべてr幼稚軌 (BemehageIKindergaTten)と呼ばれる .公立も私立も存在.どちらの場合でも園に対して多くの補助がなされている(ただ､保育科は公立 ほうが安い場合が多い)
※他の北欧地域(フィンランド.スウエ-テン)とのちがい. 施設保育はあえてr幼稚Elの名前を使わなくなり.r昼間の家J .1歳から5歳までの子どもが通うことができる.
(paivakotjldaghenlldayhome)と名称を変えている
一一r幼稚園Jという青菜の同定的.保守的なイメー ジ
2.MB票 か｡時臥 恩betc"'払拭のため ⑳幼稚園の保育者の資格 … TnO" ㊨子どもと保育者の比率
.3年間の高等教育を受け取得することができる'peda90giske .3歳までの子どもで､かつ一日あたり6時間以上を園で過ごす場合.7-
Iedere■(教育学的リー ダー/pedagogicalleader) 9人に一人の教育学的リー ダーが必要
.16歳以上で2年rI'lの施薬iJl練を受け取得できるアシスタント 1.3歳から5歳までの子どもには.14-18人に一人の教育学的リー ダー
が必要.
…しかし､ .これに加えて､アシスタントを適宜つけることができる.
.アシスタントは資格証明書が必要ない
.また全保育者のうち3分の1が教育学的リー ダ-の資格を持っていれば活動を行うことができる .幼稚園に関しては一つのグループの政に関して法律上は特に規定されておらず､各自治体によって定めることが可能
ことから.幼稚園の保育者の任用に関しては比較的柔軟なもの ー都市部と過疎地域の人口差を考慮したものであると思われる
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｢保育｣から ｢幼児教育｣へ② 保育者のリーダ-シップの責成①
.r福祉サービスJの充足がある程度達成された
-r土｣からr舟｣の祖蛤へ. .ひとつのグループにつき-人の教育学的リ-ダーと二人の7シスタントが保育にあたる
.r保扱者の就労時間中J=だ叛かればよい｣からTより28の高い活動｣-
.r子どもの発遠にかかわる教育活肋の一項としての幼児期の保育/教育活LhJ 日本…園長や主任等.もともと保育者だった人物が上司として新人や後Jiの指串にあたる
ノルウェー 含む北欧.=園長はあくまで経営者や対外的な顔であって､保育
-r幼児救Y｣という放念の髭生
霊 ㌘r保和 枝十紳 '｣に近い紘 ⑳新しい教育方法の研究 1二諾 雷認 諾&{認 千変託 T字Li濫 読 諺 認 印 ⑳レツジ∃.工ミリア .アプローチ
目的 I ■ ■ ■
(Dより効果的で.よりよいものの斗入
②教育方法のマニュアル化_ベテランの軽抜だけによらない再現可能な方法の研究 .現在.ノルウェー や､同様の方法がスウェー デンにおいて広く普及日本における参考文献
■ - J_ヘンドリツク締着.石垣恵美子.玉置宮津監訳『レツジヨ.二三リア 保育実
※カリキュラム.保育計画に附して､これまで統一的な方法があるわけではなく.各保育者(教育学的リー ダー )の載Iに重ねられる場合が多い. 鼓入門朗t.大路書房､2000年.一レツジコ.エ三リアに関する歴史的.理論的な解脱と具体的な方法漁の両
伝統的fJ.-保育方法が宰相されづらい41進があった. .レツジ∃.二三リア市乳児保育所と幼児学校F子どもたちの100の吉葉』学
■ -
淵 の紳 方法(レツジヨ.エミリア.アブ叫 の中人- ㊨A.創作活動と展示① 霊 .:の写翻 し､て子ども+=ちの榊 作品を恥 えた妃糾 ⑳A.創作活動と展示②
揺.立鰍 二限らず.何らかの材料.道具を用いて何かを創作する活動.
.絵画→A4確度の紙が良い;≡窪 芸竺…芸書芸…tx7=とる 違 背I J紙細工 一■-'etc L !5i._I ;LhL.汁Wm 川 ⑳ 一子どもたちが他の子どもたちの作品を見ることで､それが｢ああなりたいJrあのように暮きたい,つくL)たい｣と子どもの発達を促進させる動機に71m川 .ー■壁 -J'- ㊨
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A,創作活動と展示③ B.ポートフォリオ(子どもの記録)の作成
.ボートフが)オの形慾匿 ■柵 tM ⑳ポートフォリオの意味② [.子ども本人にとつての意味子ども本人が､晩に自分の成長.尭運の過程を振り返ることができる.Bを向けられていることを子ども本人が稚控することができる.が保育施投 中でどんな事が行われているのか､知 羊がかリ∴ 7崇 と- - 容に- てコンセンサスを- ナと鞄C.物理的環境の整備 .積極的利用
.幼稚鼠の建物内外の内装.外装.署Jtや設備の色丹多､配正など
.子ともT=ちのE3々 の発達を等tR的に振り返るきっかけとなる. 子どもが在技知父するものを､
.記録を作るために.すべての子どもにE)を向けなければならなくなる 子どもの発連にあわせてIigl化し､
(ポ-トフォリオを作る作先日休が､目立つ子だけでなく.目立たない子の 子どもの知父を刺汲することで先SZを保杜すること.
良いところや_今まで気付かなかった点に気づくきっかけを提供する).
.保牲舌からコンセンサスを沖.惜稗を待ていくための手投になる.密室になりがちな保育/幼児教育話hをオ-プンI=する.
rJI塊に特定の暮味をもたせる｣ことによって.
子どもの発運を促進させつつ､保育者の負担をた推させる.
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物理的環境への関心のきっかけ 特徴その①
エリ.ソルベルグセン(EliThorbergsen) ｢部屋ごとに目的を明確にする｣
F幼稚園の部屋 新しい可能性L(BarnehagcInsrom-nyeFTuligheter)
■ - - - -大きな一部屋を時間ごとに目的をかえて使用する
岬け9:00-12:00はそれぞれの遊びのために.12:00-13:00は食堂として
､13:30-15二00は屯気を消して午睡霊として.など)
."."... 触 感 Ld ⑳1-3歳の部屋 ノルrjエー の幼稚園-.部屋ごとに目的を分ける.部屋の敦が足りない場合は仕切りや机.家具三.諸 宗 慧 La認 許 芸孟itti"at.1る○そしてそれぞれの部闇午睡套
｢
Il12107nALO 工作室､ワークショップ ｡子どもはその部屋に来ると､自然と眠りについてしまう.M ,4m 言 ､i▲二 ⑳つまり-.
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特徴その② 実践例
｢五感を最大限に刺激し､利用する｣ 運棟やロッククライミング用の石が壁に取り付けられている.
視光.捷父､哩光.触覚､味覚のうち.味覚を除くすべての慈覚をそれぞれの都度の目的に合わせ､そのデザインに取り入れる..親父;彩度の高い部屋.低い部屋､明るい部屋､薄暗い部屋､はっきり見える,ぼんやり見える､道断される､透けて見える､視覚を通して入ってくる情報とその利用.聴覚 音のせき､折かさ うるさ ､曙光を通して ってくる刺激の故紙.::'4,芸蒜 L;触- .冷たい 堅い- ⑳｢豊富な野外活軌 特徴その⑤ 麟 t J iTf .･,:8 ･I i') と一J.'l-:とこ 盛 L.- ㊨その他の写真②.部屋を区切るためには家具などが効果的に使用されている
｢外に行く機会を得るため頻繁に近所に遠足や散歩に行く｣
I l巧. ～-" .A/. i;.Lt. T◆I′ ;`+.一■一三川,a.. ㊨その他の写真④ {71I.,,.一●■i ■ 1■二1.m伽. ㊨方法のまとめ
.点も低年齢の子どものための刺激のある部屋のiA合.
.壁にはアルフ7ベットや数字が貼られている
.特に数字には故の概念も同時に用意される い素材で部屋を柵成.
Lm -監 T ..警 5.7;.:.zI.■■亡:t 蒜_ 一 一嘘 A.
- 68-
レ ツジ ヨ .エ ミ リア .アプ ロ ーチ と ノル ウ ェー 物理的環境への着日という教育方法①
.なぜノルウエ-では物理的な環境をつかった教育方法が研究されてい .rレツジ∃.エミリアJ的と当人たちは表現するが.あまりそのような印象を
るのか 感じない
→日本的なr園長先生J､つまLJ豊吉な軽版と十分な知鼓に去付けられk
励稚園の赦且たちをまとめる敦青的指中書が軌 こおらず､-鰍 こ貫がひどく低下していた幼稚園があったLJ.また伝銃的な教育方法が世代間で伝幕されにく といつた現状 視覚や触覚など､五感全体を通した感覚-の注目.休を動かし.芙8割こ五感で感じることの重要韻
ーモンチッソ-リ.メソッドの影辛?
.なぜノルウェー では一気にレツジヨ.エミリアを取り入れることができたのか -+TEACCH､スヌ-ズレンなど､障害児致育.発達支援のためのメソッドとの短似.
一指gLをしてくれるr先輩Jにあたる人物がいないため.保育者は新しい教 ーこれらの教育方法の保育/幼児教育-の応用
2.霊 .警 肌 て､比較的掛 こ鰍 きる舶 ⑳物理的環境への着目という教育方法② 】.m a.L○ ⑳物理的環境への着目という教育方法③
.物理的佳境を意図的に扶桑することによって.子どもたちli保育者の .社会構成主義的側面.
意図した活動へ横塩的に鼓中することになる. 手ども一子ども ト 会話や遊びを通して)
..意図した活勤への執権的な引き込み 手ども-保育者 (._.会話や遊びを通して)
..活動時の気持ちの混乱の防止 子ども一店境ト子ども/保育者X..ポートフォリオの掲示を含む意図的に
などへの活用.息中を冷まさないための部星の.TJザイン. 構成された物理的な環境を通して)
-(発達1心理学の応用 ※ここで用いられている教育方法の多くは.すでに他の分野で何らかの形
-'韓害児教育 先ー達支援のため4)メソッドQ}効果的な使用. で使用されているもので､ノルウェー で世界で最初に発見されたメソッド､というわけではない
二 ,:,?学的理論側 臥 'J生改組 アフ汁 ダンス鵬 ⑳新しい教育方法の実現とそのためのアピール 2還 法 器 :itOTL空hfBiL?孟誓認 諾 島 既 望 雷鞄さいこに
■ ■ ■ー .Jam,Ase､MarM)研究発表から
.北欧的な実現への手法 r教師はすべて研究者であり.r子ども-教師-大学の研究者Jの関係が
r新しい実景的取り姐みJ-r制度化J 形成され､手どもからの反応はすぐに研究にフィー ドバックされ.そして改善 てまたすぐl享子どものため 用いられる.｣
.ー私的なもの｣からr公的なものJIへの採用 .ノルウエ-含む北欧(=おけるr教育学｣概念;
制度があるから実現できるのではなく､実現とその転東が制度化に繋がる 載青学は.心理学､社会学 歴ー史学､哲学l思想.行政学.あらゆる分野を
コー ディネイトし､子どものために実現可能な形にする字間
I..月 の前の子どもたちに今何ができるのか.を実aする学問
ー多くの研究者が有権的に現場に行っている _
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(第2回 FD･SD合同学習会チラシ)
テー マ:海外の幼児教育紹介
-ノルウェーの幼稚園における教室環境の利用に学ノミて一
講 師:伊 藤 喬 治 氏 (名古屋大学大学院教育発達科学研究科院生)
日 時 :平成22年7月21日 (水) 18:00-
(19:30 終了予定)
会 場 :信州大学教育学部 (管理棟 1階第2会議室)
上田女子短期大学 (2階20番教室) ほか
*テレビ会議システムを用いて､同時開催します｡
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第2回FD･SD合同学習会アンケー ト結果
参加者 :43人
回収数 :25枚
回収率 :58.1%
回答者の属性
上田女子短期大学 13人
【学習会に対する満足度】
男 14人
女 11人
教員 1_5人
事務職員 2人
【本学習会のよかった点はなんですか?】
･長野一松本-上田の3地区がオンラインで テレビ会議できた点｡
･興味深い話がきけました｡ありがとうございました｡
･普段知らないノルウェーの幼児教育 (保育)について､知ることができ大変興味深かったです｡
･単なる紹介だけではなく､研究の視点から分析されており､大変参考になった｡
･ご講演の内容が大変良くまとまっていて､理解しやすかった｡
･日本の幼児教育とノルウェーの幼児教育を比較して考えることができ､自分が現場に出た際に､
両方の良い点と改善点を考えていくことができるようになったと感じます｡
･幼児教育に関わり､歴史的な背景やどのように根づいているのかといった点や､すぐにでも日
本の幼児教育に応用していけるような考え方が示されていて､大変良かったと思います｡勉強に
なりました｡
･講演だけでなく､スライドや写真などがあることでイメージがふくらみやすく､また違う点や
工夫されている点がわかりやすくて良かったです｡
･他分野の皆さんと一緒に学習会ができて良かったです｡
･写真が多く用いられていて､とても分かりやすかった｡
･ノルウェー含む北欧における ｢教育学｣概念-あらゆる分野のコ-ディネー ト､実現可能な形
にする-という考え､北欧のみならず､欧米でもそうだなとつくづく実感した｡具体的にプログ
ラムする姿が参考になった｡
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･いろいろな立場の方の意見を聞くことができ､勉強になりました｡
･遠くに行かず､とてもいよい講演が聞かれ良かったです｡
･最新の幼児教育に関する知識を得ることができました｡とても刺激を受けました｡
･自らが体験することの難しい海外の現状を知ることができた点｡幼児教育の国外比較はなかな
か個人で体験できるものではないので､いろいろ勉強になりました｡
･ポートフォリオの作成の意義が興味深かった｡モンテッソー リ教育が､現在のノルウェー でも
影響力を持っていることに驚いた｡
･具体的取り組みの流れを知ることができ､興味深かった｡
･日本の保育現場とノルウェーの現場の違い､考えさせられることが多かったです｡
･教室環境の工夫について､幼稚園だけでなく他の場面でも応用できると感じさせられた｡あり
がとうございました｡
･日本の保育がこれから重視すべき点についてのイメージがふくらんだこと｡
･新たなことが学べた｡
･長野､松本､上田の3地点で実施できたことがすぼらしかったです｡ポートフォリオについて
は､教育に直接かかわっていない自分でもすぼらしいと思いました｡
･ポー トフォリオの説明はとても分かりやすく参考になった｡後半の説明 (写真の説明)は比較
の対象が明確でとても勉強になった｡
･9年ほど前にイタリアの幼稚園と保育園 (幼保一体)を見学しました｡本日のノルウェー の幼
稚園と似ている所がありました｡カラフルな色彩感覚､ポートフォリオも見せてもらいました｡
･細かい写真など､とてもよかったと思います｡反面子どもの一斉活動かかわりなども現場の様
子をもっと知りたいと思いました｡
【本学習会の改善すべき点､あるいは今後､期待 ･要望される研修はどのようなものですか?】
･それぞれの現場がかかえる課題を論点にして議論すること｡
･もう少し議論ができれば良かったなと感じました｡
･このような形で､様々な知見をお持ちの方々の話を伺いたい｡
･この会議システムは､声が山彦のように時間差を持って響いてしまい､不快感を感じてしまい
ました｡
･時間配分､接続｡
･院生もより参加しやすい形になるといいと思います｡
･事前に資料がupされていれば､関心のある人は読んでから参加でき､更に深まるのではない
かと思います｡
･最後の質疑応答だけでなく､各地との交流･対話しながら進める形の学習会もよいと思います｡
IPISA調査において､フィンランドは上位であるが､スウェー デンやノルウェ-はそれほど
上位ではないという事をおっしゃっていましたが､幼児期の教育を転換したノルウェーも上位と
なるのかと疑問がある｡また､フィンランドとのちがいをもう少し詳しく話してほしかった｡
･学校教育に関しても､学習会があるといいと思います｡
･定期的な学習会の開催で､遠隔システムも活用していただけるので助かります｡
･もう少しゆっくり質問等ができると良かった｡
･テレビの接続がもう少し早く準備できると良い｡
･職員の参加をもっと多く期待したいです｡
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･質疑時間がもう少ほしい｡
Iパワーポイントの文字の大きさと量､分量が多い分､文字のフォントが小さくなっており､や
や見づらい｡枚数も時間の割にはやや多いかもしれない｡
･長野会場を想定してレー ザーポインタを使っておられたせいか､上田側には写らず､｢ここが｣
と言われた際に､どこかがわからない事があった｡
･初めての出席でしたが､この様に外国の様子を学べることは良かったと思います｡映像権の問
題もありますが制度とともに子どもの表情も見たいと思います｡
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9)両大学における地域貢献事業の共同実施
取組報告書
担当部会 ･部門 :GP推進室 ･事務室
取組担当者 :橋本一雄 ･高柳充利
両大学における地域貢献事業の共同実施
三､2-～,.:≡_-芸事業_q)目的
両大学が主催する地域貢献事業､とりわけ子育て支援に関わる事業-の参加を通し､地域における子
育て支援の実情および課題を理解するとともに､地域固有の子育て支援のニーズを現場の声として把握
することを目的とするo
以下､｢どんぐり広場｣ならびに ｢幼児キャンプ教室｣のふたつの企画-の参加につき概要を述べるo
まずは､｢どんぐり広場｣についてo平成22年 7月14日 (水)､上田女子短期大学において､｢保
青と子育て支援｣の授業の一環として､地域の皆様に開放する子育て広場 ｢どんぐり広場｣が開催され
たoこの広場は､上田女子短期大学の2年生が主体となって､受付 .案内から誘導､保育活動に至るま
で実施上の諸作業に取り組み､開催するもので､毎年､地域の多くの方々に利用していただいているも
のであるo平成22年度からは､当事業における上田女子短期大学と信州大学教育学部の連携に基づき､
この広場に､地域連携部会関連事業である子育て支援イベントのひとつとしての位置づけも加えられ､
結果､信州大学大学院教育学研究科の院生2名､教員 1名が参加しての開催となったoそれぞれ保育者
と小学校教員の養成を主眼とする異なる高等教育機関の学生がこの広場を通じて保育活動を共有し､意
見交換を行うという､連携事業ならではの企画となったo参加学生からは､地域の子育て支援の実践に
触れる貴重な臨床体験となったとの意見が聞かれたo
また､平野書直教授が中心となり信州大学の公開講座として開催されている ｢幼児キャンプ教室｣に
は､当事業の一環として､上田女子短期大学の学生5名と教員2名が今年度より新たに参加したOカウ
ンセラーと呼ばれる学生を中心として班ごとに活動する同教室において､学生は､料理係や記録係等の
役割を担いキャンプの運営に関わった○幼稚園や保育園内における環境とは異なり､野外で､のびのび
と､そして保護者と離れた環境において自立した行動を求められる子どもたちと接することで､学生自
身も保育者に求められる資質の新たな一面を発見したようだったo｢絵本の読み聞かせ隊｣等として､
キャンプにおいて保育活動を行う機会にも恵まれ､その活動は参加した幼児らからも好評を博したo
幼稚囲 .保育園から小学校までの育ちを見通すことのできる専門職性を一層培うことができるよう､
今後､さらなる連携の深化を模索して行きたいと考えているo特に当連携事業の開始前より実績を積み
重ねてきた既存の地域貢献事業に新たに連携事業としての性格 .広がりを加えるにあたつては､両大学
の円滑な連携のみならず､先行する事業の文化的 .組織的背景-の十全な理解､継続性を重視しつつそ
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信州大学 ｢幼児キャンプ教室｣参加学生アンケー ト結果
上田女子短期大学からの参加者 :7名
回収数 :7枚
回収率 :100%
【この幼児キャンプに参加しようと考えた理由として､
あてはまるものにOを付けてください｡ (複数回答可)】
幼児と関わりたいと考えたから
将来､専門職に就職した際にこの経験を活か
せると考えたから
｢野外教育｣とはどのようなものか知りた
かったから
信州大学教育学部の学生とともにキャンプを
主催してみたいと考えたから
キャンプ自体に関心があったから
友達に誘われたから
その他
【このキャンプに参加して良かったと思うも
のにOを付けてください｡ (複数回答可)】
係りを担い､キャンプに積極的に関わることが出来たこと
これまでに経験したことのない幼児との関わりを持つことが
出来たこと
手遊びや絵本の読み聞かせなど､授業等で習得した技能を幼
児に披露することが出来たこと
信州大学教育学部の幼児教育の方法を学ぶことが出来たこと
学内 (上田女子短期大学)からの参加者と親交を深めること
が出来たこと
信州大学教育学部の学生と交流することが出来たこと
野外教育とはどのようなものなのかを知ることが出来たこと
その他
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【この幼児キャンプに参加して､もっとこうしたかっ
たと思う事にOを付けてください｡ (複数回答可)】
幼児との関わりを持つ機会 (時間)をもっと持ちた
かった
野外教育とはどのようなものなのかを事前にもっと勉
強しておきたかった
係りの中で議論したり提案するなど､もっと積極的に
役割を担いたかった
信州大学の幼児教育の方法をもっと知りたかった
信州大学の学生ともっと交流したかった
自分の知識や技能などをもっと幼児に披露したかった
学内からの参加者ともっと親交を深めたかった
その他
【今日のキャンプの中でもっとも勉強になったイベントを1つ挙げるとすればどれだと思いま
すか｡どこが良かったと思うのかも具体的に教えてください｡】
･戸隠探検ゲーム :どのように子供たちにヒントを与えれば良いのか､考える機会ができ勉強
になったのでよかったです｡
･戸隠探検ゲーム :沢山の子と関わることができ､又､子供が様々な発見をすることができた
と感じたから｡子供との接し方､関わり方を学べることができた｡
･登山:子供への励まし方､関わり方を学びました｡
･森の絵本 :子供たちのテントへ行って読んだときに ｢また明日も来て-｣ ｢他のもっと読ん
で-｣と喜んでもらえたこと｡
･戸隠探検ゲ-ム :どのようにゲ-ム内容を説明すれば分かりやすく伝わるかを学ぶことがで
きた｡
t野外料理 :初めて子供と料理しましたが､包丁の扱いの難しさや､生き生きと料理を楽しむ
子供を見て､とても勉強になりました｡
･登山 :子どもをどういう風に促し元気づけながら頂上を目指すかが勉強になりました｡
【来年度以降､信州大学主催のキャンプへの参加をよりよいものとするためには､どのような
点を改善すれば良いと思いますか｡具体的に教えてください｡】
･二つの大学生の間に壁があったと思います｡もう少し早くから関わる機会があれば良いと思
います｡
･事前打ち合わせをもっとしておき､子供の前に立つときに信大と女子短大スタッフが初対面
同然という事がないようにすればなおよい｡
･自分の持っている知識をもっと十分に引き出して積極的に子供たちと関わっていきたいと思
いました｡
･もっと事前に信大生との関わりがあった方が良いと思います｡
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【今回の幼児キャンプへの参加全体を通しての感想をお聞かせください｡】
･初めて参加したキャンプだったので､どんなキャンプなのかも分からずに初日を迎えました
が､信大生の方の優しい説明や､活動する姿を見て､これからも保育士を目指して頑張ろうと
いう気持ちが強くなりました｡子供たちとの交流はもちろんですが､今まで交流のなかった信
大の方や先生などと話をしたり､活動するなど多くの人と交流することができて良かったです｡
貴重な体験をさせていただきありがとうございました｡
･今回､幼児キャンプへ参加してみて､本当に沢山のことを学べ､また､経験をすることが出
来て､参加して本当に良かったです｡子供と関わってみたり､信州大学の学生の皆さんと関わ
ることで､とても良いものを沢山得ることが出来ました｡そして参考にさせていただくところ
も沢山ありました｡このことを良く振り返り､自分のものにしていきたいです｡子供と接する
場面も沢山あり､子供に関する発見もできました｡園内などではない､野外というところでは､
普段できない事も子供と一緒に体験できました｡良い経験になりました｡ありがとうございま
した ｡
･最初は不安だらけでしたが､子供と関わっていくうちに離れることが寂しくなりました｡こ
の経験が初めての実習で､園児と関わる機会にとても参考になりました｡幼児キャンプに参加
して良かったです｡
･他の大学のスタッフさんと協力しながら､普通では体験できない経験が沢山出来たこと､子
供たちとの触れ合いが出来たことで実習前の心構えが出来たことが幸せな4日間となりまし
た｡本当に良い出会いになりました｡参加できて良かったです｡ありがとうございました｡
･野外教育というものを実際に参加しながら､体験し､とても勉強になりました｡自然の中で
の子供たちの姿はとても輝いていたように思います｡普段とは全く違う環境の中での生活は大
変なこともあったけれど､とても貴重な体験が出来て､参加して良かったと思ったし､この体
験を活かしてこれからの活動や実習に役立てたいと思いました｡
･外部の私たちがどのように参加していくのかが良くわからずに､戸惑いはありましたが､信
大の皆さんの関わり方を見てどれもとても参考になり､参加して良かったです｡戸隠探検ゲー
ムもやらせていただき､とても良い経験になりました｡本当にありがとうございました｡
･とても楽しかったです｡記録として子どもの写真をたくさん撮り､成長した姿を沢山肌で感
じ､接することが出来ました｡参加して良かったです｡ありがとうございました｡
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資料 資料1 広報用パンフレット
-791
置 き貨 還て
? ? ??? ???? ? ? ? ???-:J'ri.l, ? ? ? ??? ? ? ? ? ?=1打1-lLI,JITL<l･iP:J.正墨
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( 連携取り組みの目的
この取り組みでは.保育者 (=幼稚
園教諭 ･保育士)の兼成校である上田
女子短期大学と.小学枚数鼻の養成課
程を有する備州大学教育学部とが連携
して共同教育プログラムを構築するこ
とにより.乳幼児期から小学校までの
育ちを見通し.現代的課題に対応しつ
つ.地域における個別教育支援を担う
ことができる保育者と小学校教員を育
成することを目的としています｡
香 美 の 実鮒 制
組織 ･事業概念図
▲■ヽ▲■ヽ
このプログラムの背景
近年.家庭生活の変化 ･多様化によ
り.子育てや教育をめぐって現代社会
特有の間榎が顕在化しています｡
とりわけ.対人槻係がうまく築けな
い高槻能自閉症やLD.ADHD等発
達障害の子どもの増加や.両親が外国
籍または本人が帰国子女であるために
首桔 ･文化的コンフリクトの問題を抱
える子どもの増加は.保育 ･教育現場
においても大きな課額となっていま
す｡
こうした困難を抱える子どもたちに
士
最高決硯機関
運営委員会
上臼女子短期大学長 ･信州大学副学長 (理事
上EEI女子短期大学幼児教育学科長 ･侶州大字教
長野而教育委員会代表 ･上田而教育委員会
長野而保健福祉部代表 ･上EB市こども未来郁代
巨 ≡ 雇 面 ∃
? ?
??
とっては.集団生活への適応が大きな
壁となっており.地域で育つ子どもの
教育を継続的に保障するためには.家
庭から保育所 ･幼稚園への就園.保育
所 ･幼稚園から小学校就学への接続が
スムースに行われる体制を整えること
が重要です｡
私たちの取り組みは.こうした現代
社会の動向を踏まえ.特に地域の保
育 ･教育を担う人材の育成のあり方に
焦点を絞り.その実の向上をめざして
実施するものです｡
町野?1重要室阜 1
(酬 慧 荒諾 梢代表 i
自己評価結果
~ ;I . 望巴 三 ｣ の粘
信州大学 l 完 蒜 ㌫ 属長野小
竺 町 ~
僑州大学附属松本小
信州大学的属松本幼稚
常任委集会実施本部長
実施副本部長
実施部門各部会長
共同FD･SD
学生フォーラム実施
_竺 d I_望山
その他機関
児童福祉施設
(保育園･児童養護施投等)
子育てネットワーク
地域の児童相談所等
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年収法人北野学水
上EB女手規袖大学
上田女子短期大学は.｢敬愛｣｢勤勉｣｢聡明｣の
三つの教育理念に基づき.幼児教育学科.総合支化
学科の2学科において.地域に根ざした女子教育
を行なってきましたo幼児教育学科では.質の高い
幼稚園教諭及び保育士の養成を主たる目的として.
理論に裳つけられた技術の修得に力を入れるととも
に.建学の精神にのっとリ.人間性あふれた教養人
としての資質を育成することを白襟としています｡
上田女子短期大学は.保育者養成課程を育する東
信地域唯一の高等教育機関であり.地域の保育者養
成を一手に担ってきた歴史を育しています｡第-期
の卒業生は地域の幼稚園.保育所の長を担う世代と
なっており.地域の保育現場とも日頃から深い信頼
関係を築いています｡地元で広く愛され 地域の発
展とともに歩んできた短期大学です｡
幼児教育学科は.2年間の学びを通して.子ども
と関心を共有しつつ自分自身の関心をも深めてゆけ
る保育者.子どもを取LJ巻く困如な状況を広い視野
をもって捉えることのできる保育者.子どもの表現
の意味深さを知り,表現行為を保育の中で具体化で
きる保育者に成長してほしいと願って.カリキュラ
ムを構成しています｡
上田女子短期大学が目指すべき大学像は.これま
での歴史を踏まえつつ.多様化する地域 ･家庭のニ
ーズに応答し.時代にE]した人材を育成することに
あります｡これまでに築いてきた地域との緊密な連
携実綾のもと,本プログラムによる信州大学教育学
部との連携により.乳幼児期の子ともへの援助ばか
りでなく,小学校での生活や学習の状況を理解し.
地域における家庭支援の役割を租橿的に果たせる保
育者を育成できる教育体制を確立することを目指し
ます｡
? ? ? ?=tLl
?? ? ?? ? ? ?
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町 鳴 瀬 rlLhil一･
信州大学SHINSHUUNIVERSITY
? ?? ??? ?? ? ? ?
信州大学は.長野県における唯一の8学部を有
する国立大学法人の総合大学であり,地域に根ざし
た研究 ･教育を展開しています｡信州大学は.松
本,長野.伊那.上田の4地域にキャンパスを展
開し.各キャンパスの学部 ･大学院が長野県の各地
域の教育.地域生活.産業と密接な関係を持ちなが
ら研究 ･教育 .地域貢献を行なっているという特性
を育しています｡
信州大学は.｢ビジョン2015｣(平成20年策定)
において.｢オンリー ワンの魅力あふれる地域拠点
大学｣をめざして.
1.未来の社会を展望した有為な人材教育の実践
2.地域に根ざし世界に拓く研究拠点の形成
3.豊かな地域社会の創造に向けての協働と貢献
4.社会環境の変化に柔軟に対応する大学経営の
推進
に取り組むことを空言しています｡
本プログラムに主体的に関わる信州大学教育学部
は.一貫して長野県の教員養成に携わり.多くの初
等教育及び中等教育教員を輩出してきました｡近年
では,｢砲床の知｣を教育理念として.体系的な臨
床経験科目群を提供することにより.高い実践的措
辞力と専門性に基づく鴎床的判断力を有する教育専
門職者を育成している点で.全国的に注目されてい
ます｡
教育学部が目指すべき大学像は.｢ピジョン
2015｣を路まえつつ.また本プDクラムにより構
築される上田女子短期大学等との連携により.長野
県の各地域の特性に基づく子育てと教育に関する現
代的な課題に対応でき.地域の諸資源を活用しつつ
支援をコーディネートできる専門的力量を持った教
員を養成できる教育体制を構築することです｡
-81-
● ●lL ~｢こ 11
1=- ､ 】
亡 1-.rL-JIB＼ 事業の概事
借上師 L望-C ､義 . 監 雲 畠蒜 芸冨 義
琴 転 直 烹 D.S.の実施空 転 事項 堕 Ji静 絹
て = 重 器 垂 ~ ~~ー ~~ ~
I誌 文.40'詣 孟早豊;
宗 鑑 要望の保育,打 栗漂蓋蒜 票 誓?貢t｡ ト )l_すべ貢誓 言莞 要讃 芸鮒 _当:,桝 GPJとは 巨ー;
l
｢強喝GP｣とは.文部科学省が選定する ｢大学教育充実のための戦時的大学連携支援プログラム｣のことで.国公
私立大学間の積極的な連携を推進し.各大学における教育研究賛源を有効活用することによLJ.当該地域の知の拠点と ,
して教育研究水準のさらなる高度化.個性 特ー色の明確化.大学運営基盤の強化等とともに.地域と一体となった人材
青空冨芸警芸冨票差…芸完芸誌 誓 芸〒芸孟喜言霊 冨;志;≡.Lて.両大学が洲 して行う ｢乳幼朋 から小鞘 【
までの育ちを見通す地域人材の育成システム rイ割判モデルJの実現｣を自据すプログラムを申講し.平成21年度のプ I
ロクラムとして採択されました. h
E - _I _ ー ,竺 ー __ ｢ヂ T pl 〔:_= E m __ー_I -i _i:
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この事業における取 り組みは次の三つの桂から成 ります｡
乳幼児期から小学校段階までの育ちを見通した教育プログラムの構築
現代の保育 ･教育の専門家には.子どもの成長に伴い.
子どもが家庭から保育所 ･幼稚園.小学校へと教育を受
ける施設が移行していっても.成長のプロセスを見通す
まなざしをもち.子どもの育ちを滑らかにつなげること
ができる力丑が求められています｡
このプログラムの第-の柱では.上田女子福期大学幼児
教育学科と信州大学教育学部がそれぞれの強みを活か
し.連携して共同の教育プログラムを構築します｡これ
により.地域特有の現代的課題に対応するためのカリキ
ュラムを実現し.子どもの一貫した教育を支える教師 ･
保育者を育成します.
_1ー 上芯 ･.き
●単位亘洪fBIJlの4策
●丑■援業システムを利用した援兼の
相互*入.チーム .ティーチンク.
合同ケ-ス ･メソッド安井等の実ZI
●載7I美音の相互●■及び美音リフレ
クション方法の共同Il発 .棚
●現代的計Aを含むケース鼓せ及び
PBL浬兼等の共FIM充 ･実施
+保 ･A)･小jtAを兄上えたモデル ･
コア ･カリキュラムの扶村
Llir,1 J〕･Lr･Yl_･L-i･//.lL:L ー
^ 転 主 学生の学びを支える共同FD･SD
1
これまで.地域の幼稚園教諭や保育士を養成する短期大
学と.主として小学校以上の教員を養成する大学とは.
ともに子どもの育ちに関わる高等教育機関でありながら
接点がなく.お互いのカリキュラムや実習のあり方につ
いての相互理解が不十分でした｡
このプログラムの第二の桂では.両大学の教員及び職員
が協働してFD･SDに取り組みます｡これにより.両
大学の教員による協働的な授業実践など.学生の学びを
保証する質の高い大学教育を実現します｡また.地域の
課題を取り入れたPBLやケース ･メソッドなど先進的
で独創的な教育に取り組みます｡
/:､rJ
●保育 ･教育現蛾における現代的辞書
への対FB事例の合同学習会の開催
+現も保育苔 ･教JLを対兵としたワー
クショップの開催
4卒業生の帯苧サイドを対森とした二
I-ズ ･手足度肝亘
+両大学の学生による共同フォーラ
ム ･シンポジウムの開催
大学の資源を活かした地域子育てサポート事業の実施
外国編児童や発達障害児など.生活上の困難を有する子
どもが掩える教育的課題を理解するためには.地域で育
噴 ｣ …喜≡…烹≡……警……重宝…;I;……至宝芸亨諾
び地域貢献事業の枠組みを拡大し.大学の襲源を活かし
た子育てサポート卒業を実施します｡
これにより.大学を拠点とした地域の子どもへの暗広い支援
体制を捕集するとともに.地域の子育て支援事業や外囲柘
児童の支援教室との連携を図りまT.また支援事業を学生
の教育とリンクさせ.卒業までに教育の専門家として具体的
な地域の課矧こ応えることのできる力量形成をめざしますこ
●鳩書の庶事舌を対Aとしたニー ス■舌･事屋&
1丘の実地
●堆JI子育て支社■兼への見学･●加･圭Zl
t両大学における地ヰ■一事よ(手書て広4.フ
レンドシップ事圭.野列キャンプ等)の共同実k
t自治体及び他事の兄J書祉･保書･医書内係
わ粥 によるフォー ラム.シンポジウムの内t
●列百甘党一のための8本ま教室等との力洗.
毒虫への共同●舌
●心】空載■増長雪とのlAによる相&■兼の実話
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乳幼児Jqから小学校までの■ら空見3す 綿-EZI ‥軌m iiiBqiJりEB儲【!円筒 白
地 域 人 材 の育 成 システム ｢信 州 モ デ ル ｣の棚
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このワイトでは､平成21年序に文部村字省I=採択され た大字枚育充実のための戦喝
的大字連机支ばプログラム遭王事JRr乳幼児妙 ､ら小字校までの育ちを見通す地域人
I寸の育成システム11州モデルJの冥及】にWする情将を沌載しています.
この事;■で行っている取り手Bみやその成果はもとより､上田女子痔朔大字とけ州大字
との漣状事井の様子を嶋広く､タイムリー l=莞イ乱′てほざたいと思います.
臼 初日FjR,i佃R E期日ヨ園RiLJ一一巾p囲 軸 1･l-.■事円碗
平成22年11月18BにM催された事兼仕分け第三早において.文部科学1的1遭冨
する大字扱育充実の
た伽 )戦喝的大字iZ折天球事■(通称:機喝GP)lIr廃止｣の肝佃結果が下されたこと
に対し.上田文子
短期大字と†書州大字は.以下の仇鉄丁明を発表します.
(PDFファイル【123KB]:事*仕分け第三群における暇喝GPr兼止｣の押価浩美につ
Llて)
+2010-12-ll
'子育て支ばシンポジウム帆催報告 -NEW-
●2010-10-24
.上田女子短期大字 rリカレント教育純度｣桝催噸告
+2010-10-8
'上田女子短期大字附属幼稚園で実習卓抜をI刊1ました.
42010-9-30
'lA'L暮の相互乗り入れを仰始しました.
●201019-24
.平成22年Jf耳1匝IiI嘗垂A会を桝催しました.
+2010-9-16
'滞外昏育役柄(ノルウェー フランス)報告
+201019-4
.当事事の取り組みについて字妾発表を桝 lました(喝床板育人
TVl字書).
+2010-8-24
.l州大字禎育宇部附JI長野小芋校で実¥手也をfitlました.
●2010-8-10
'ほ州大字公T,lat座 r幼児キャン7枚星｣参加報告
●2010-7-21
.第2回FDISD合同字習合が行われました.
PoweredbyXOOPSCube2.0㊨2005-2006TheXOOPSProject
領空
目指すもの
三つの蛙
実施体制
;占勤Jeけ
貸和
犬手放育充実のた伽 )噸
喝が】大字連状支捷プログラ
ムとは
乳幼児期から小字佼段階ま
での育ちを見通した枚育プ
ログラムのfI無
竿生の字びを支える協同
FD･SD
大字の貸兼を生かした地域
子育てワポート事JtO)実施
連携機関･自治体
長野市
上田市
長野市牧育垂■全
上E]市枚育垂A会
は州産字官連仇哉iI
構 成大学
上田女子短期大字
17州大字
ログイン
ユ-1名:
パスワード:
ログイン
lくスウ-r輔矢
輯Jt丑u
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資料3 新聞等掲載記事
信濃毎日新聞 (平成21年9月11日)
東信ジャーナル (平成21年9月12日)
?? ?? ?????????
?????????
????????????
?????????
????????????? ?????????? ???? 『?』??????? ???????
??
?
??????
????????????????????????? ?????? ????????????
??
?
ー?
???
?
?????
?
?????
?? ?? ? ?????? ?????? ???????????
????
??
? ????
?????????
?
?
??【 ??】 ?????????? ?????? ???? ????????? ???
?????????
??? ????
???
????
?????? ????????? ォー???
??????????????
?? ????
??
???? ??? ?
?? ? ?????????? ? ? ? ??????? ? ???????? ?????
?
??????
?
???????????
??? ???? ???? ???? ?
保育･教育人材育成で連携
上田女子短大と信大
????????ー????????????? ?????????? ??????????? ー?????? ?????
????????????? ?
?????????????
?
信州民報 (平成22年3月11日)
?
????
????? ??? ???????? ????
???ー??????ー??ョッ???
??????????
???????????ォー???
?
????
????
?
??????
????? ??
??? ?????? ????
????????????????????????????? ? 『??』 ??????ォー ?
?ォー???????
? ?
手遊びを披露する上田女短の学生 ????????????????????????????
?
?
??????????? ーョ?
?
??
???????????????????
?????? ??????? ? ??????? ???っ?
????? ?????
?????????
?
??
? ???? ???? ?????????????? ー ャッ???
?????ー????
???
?
????
???????????
???????
?????? ?? ?????????????
??????????
??????????
?????????? ??ー??
ー
??
ョッ???????????? ???????????????
86
信州民報 (平成22年7月16日)
??????????
??
? ?
?? ? ? ? ? ?
〝?????????
??????? ?
母親の話しを聞いたり子どもたちと遊ぶ学生
????
??????? ??? ??
? ?
???
?? ャ??? ??? ?????????????????????????????
????
?
?? ?
?????
?
???? ??
????
?
??? ?
?? ?????? ?? ?????? ??????? ゃ??????っ???
?????? ????
?????????????????? ???? っ???? っ???っ??? ?????
???????? ??
???
???????????????????????? ???????????????????????????????
??????????
??? ????????????? ???? ????????????????????????????????
87
資料4 実施体制名簿
運営委員名簿
平成21年度
所属 .役職 氏 名
上田女子短期大学学長 吟田 幸子
信州大学副学長 藤沢 謙一郎
上田女子短期大学幼児教育学科長代行 笹井 弘
信州大学教育学部長 岩永 恭雄
長野市保健福祉部保育家庭支援課長 滝揮 清
上田市子ども未来部保育課長 足立 則男
長野市教育委員会学校教育課長 市川 専一郎
平成22年度
所属 .役職 氏 名
上田女子短期大学学長 小池 明
信州大学副学長 赤羽 貞幸
上田女子短期大学幼児教育学科長 笹井 弘
信州大学教育学部長 平野 吉直
長野市保健福祉部保育家庭支援課長 金子 善美
上田市子ども未来部保育課長 滝沢 正美
長野市教育委員会学校教育課長 市川 専一郎
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各部会所属教員等名簿
○は部会長を示す 平成23年1月現在
役職 氏 名 所属 (職階)
常任委員会実施本部長 小川 史 上田女子短期大学 .准教授
副本部長 中山裕一郎 信州大学教育学部 .教授
教材 .カリキユ ○山口美和 上田女子短期大学 .専任講師
ラム開発部会 小川 史 同 .准教授
塚原拓馬 同 .専任講師
○谷塚光典 信州大学教育学部 .准教授
中山裕一郎 同 .教授
天岩静子 同 .教授 _
安達仁美 同 .政教
藤田英樹 (平成21年度) 同 .准教授
大原明美 (平成22年度) 同 .助教
FD .SD部会 ○笹井 弘 上田女子短期大学 .教授
長田美紀 同 .教授
浜野兼- 同 .専任講師
/小野智明 同 _.専任講師
○山口恒夫 信州大学教育学部 .教授
村松浩幸 同 .准教授
島田英昭 同 .′准教授
地域連携部会 ○市東賢二 上田女子短期大学 .准教授
島崎あかね 同 .専任講師
平揮節子 同 .専任講師
○小池浩子 信州大学教育学部 .准教授
越智康詞 同 .教授
平野吉直 同 .教授
徳井厚子 同 .准教授
鈴木俊太郎 同 .助教
戦略GP連携コーディネータ 橋本一雄 上田女子短期大学 .助教高柳充利 信州大学教育学部 (GP)
戦略GP事務責任者 塚田穏敬 上田女子短期大学 .事務局課長兼備誠司 信州大学教育学部 学 係長
戦略GP事務補佐員 橋詰聡美 上田女子短期大学 .事務補佐員
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おわりに
上田女子短期大学幼児教育学科と信州大学教育学部が連携して平成21年度から本格的笹スター トさ
せた本取組 ｢乳幼児期から小学校までの育ちを見通す地域人材の育成システム 『信州モデル』の実現｣
は､上田市や長野市等の協力を得ながら､順調に事業を継続させています｡私立短大と国立大とが連携
しあう取組は全国的にも稀有であると言えますが､長年保育者養成に携わってきた短大と小学校教員養
成のノウハウを十分に持つ大学とが知を交換し合い､臨床の場にまでふみこんで協同で人材育成のプロ
グラムを開発する試みは､現在まさに必要とされるものであることを､私たちは確信しています｡
本報告書にもある通り､すでに本取組では多くの事業を行ってきております｡とくに遠隔会議システ
ムの導入により､両大学が意見を交換したり､また学生同士がそれぞれの姿を見ながら共同の授業に参
加したりすることが可能となりました｡このことは､両大学の連携にとってきわめて大きな意義を持ち
ました｡同時に､学生フォーラムや実習の相互参観等､直接交流をし合う機会を多く持ち得たことで､
両大学は協力関係の一層の深化を実現することができました｡もちろん､地域-の貢献も､シンポジウ
ムの開催や子育て支援活動-のかかわりを通して､いまだ端緒ではありますが､具体化しつつあります｡
平成23年度には､遠隔システムによる授業の相互乗り入れも単位互換に向けてさらに充実させてゆ
くことになりますし､また､各種フォーラムや講演会 ･シンポジウムの開催､保育ニーズに対する意識
調査の実施等を予定しています｡これまでの､そして平成23年度の事業での経験をふまえ､中長期的
にはいよいよ ｢信州モデル｣実現に向けた計画も具体的な日程に上ってきます｡
本取組の目標に向けて､まだまだ乗り越えなければならない課題は山ほどありますが､一層の努力を
してゆきたいと考えています｡
乳幼児期から小学校までの育ちを見通す
地域人材の育成システム ｢信州モデル ｣の実現
常任委員会実施本部長 小川 史 (上田女子短期大学)
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平成21年度文部科学省大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム選定事業
乳幼児期から小学校までの育ちを見通す
地域人材の育成システム ｢信州モデル｣の実現
中間報告幸
平成23年2月25日発行
編集 ･発行
上田女子短期大学 GP推進室
〒386-1214
長野県上田市下之郷乙620
TEL:0268-38-2352
FAX:0268138-7315
信州大学長野 (教育)キャンパス GP事務室
〒38018544
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